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文

このたび、関係者の努力により、松江市西川津町所在、堤廻遺跡の報告書が刊

行されたことは、まことに喜ばしい限りであります。

この遺跡の所在した丘陵は松江市教育委員会の重要施策である松獅立第二中

学校校舎の移転改築用地でありましたが、図らずも工事着手直後にこの遺跡が発

見され、早速k事前調査を実施する必要が生じました。

この松江二中校舎の移転改築工事も、当教育委員会としましてはぜひとも計画

どおり進めることが必要であり、こうした校舎建築ならびに埋蔵文化財の調査保

護という事業はいずれも教育委員会の業務としてすこぶる重要な位置を占めるも

のであり、一時はこれがために苦慮いたしました。

幸い関係各方面の絶大な努力により、建築工事との継を図りながら調査を実

施することができましたことに対し、関係者各位に衷心より謝意を申しのべる次

第であります。

この報告書が広く研究者の方々の地域研究の資料として活用されることを切に

願っております。

昭和61年3月

松江市教育委員会

教育長　内　田　　螢



凡 例

1・本書は、松江市立第二中学校移転用地造成事業に伴ない松江市土地開発公社から依頼

を受け、昭和58年6月から昭和59年5月までに実施した堤廻（っっみざこ）遺跡の発

掘調査報告書である。

2・発掘調査の組織は次のとおりである。

主体者　松江市教育委員会　教育長　内田　柴

調査員　岡崎雄二郎（王事）中尾秀信（王事）遠藤浩己（調査員）秦　誠司

（調査員）錦織慶樹（嘱託員）萩雅人（嘱託員）今岡一三（嘱託

員）佐々木稔（調査補助員）瀬古諒子（調査補助員）

事務局　石飛進（社会教育課長）中西宏次（文化係長）

3・発掘調査に際しては、松江市土地開発公社及び松江市教育委員会施設課から多大な協

力を得た。

4・検出遺構及び出土遺物の性格については、山本清（島根大学名誉教授）渡辺貞幸（島

根大学助教授）松本岩雄（県文化課）内田律夫（県文化課）西尾克己（県文化課）の諸

氏から有益なる指導を得た。記して感謝の意を表する次第である。

5・出土遺物及び図面の整理は、渡部美枝、安藤美知枝、小村明子、佐々木稔、瀬古諒子、

錦織慶樹が壬として担当した。

6・出土遺物の実測は、土師器を萩雅人、今岡一三、須恵器を昌子寛光が担当した。

7・本書の編集は、中尾、岡崎、錦織、萩、今臥佐々木、瀬古、昌子が協議してすすめ

た。

8・本書の執筆分担は下記のとおりである。

∬　調査に至る経過（岡崎）、Ⅱ　周辺の歴史的環境（岡崎）、Ⅱ調査の概要の内、第

1調査区（中尾）第2調査区（萩）第3調査区（今岡）第4調査区（佐々木）第5調査

区（中尾）第6調査区（岡崎）、Ⅳ　出土遺物の検討の内、1・土師器について（今岡）

2・出土須恵器の検討（昌子）、3・滑石製模造品について（岡崎）、Ⅴ　遺構の検討（萩）

Ⅵ　小　結（岡崎）
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I　　調査に至る経過

松江市教育委員会では木造老朽校舎であった第二中学校を移転改築するため約1．6km北

東に離れた西川津町の川津幼稚園南の丘陵地と谷間の計60，000I運を用地にあて昭和58年

5月から伐開作業に入っていた。

造成区域については、昭和58年1月開発協議を受けたが、周知の遺跡は該当しなかった

ので開発行為は実施段階に入っていたわけだが、昭和58年5月23日たまたま伐開区域を

踏査した県文化課職員から土器の破片を発見したとの通報があり、早速岡崎が現地を訪れ

たところ、伐開した材木を搬出するためのいわゆる金馬道によって削られた丘陵の断面か

ら土師器の破片がさらに数片見つかった。

この破片の発見された尾根の上部を見るとかなりの平坦面があり何らかの遺構があるも

のと推定された。又、西側に一つ隔てた丘陵の先端部にも小規模の古墳らしい高まりが認

められた。

そこで、用地造成事業を所管する教育委員会施設課及び造成工事を受託した松江市土地

開発公社と協議し事前に発掘調査を実施してみることになった。

当初行った第一次調査は、堤廻遺跡（尾根平坦地）と堤廻古墳推定地の二箇所である。

堤廻遺跡は松江市西川津町字堤廻3402－1番地に、堤廻古墳推定地は松江市西川津町字

堤廻誕02－1番地に所在する。

調査は昭和58年6月1日から同年7月7日までの29日間を要して行った。調査の結果

丘陵尾根平坦面には何ら遺構は確認されなかったが、西側斜面の上部から裾部にかけて計

4軒の竪穴式住居を検出した。いずれも出土土器から古墳時代の中期（西暦5世紀後半頃）

の住居跡と分かり島根県下の集落遺跡研究と川津地区の郷土史研究に一石を投じることに

なった。
l

この第一次調査が一応終了した後、ブルドーザーが工事用の進入路を開削した際、、道路

横の崖面から、またしても土器片が発見され、遺跡がかなり広範囲に所在していることを

うかがわせた。

そこで、再度施設課と協議し、県文化課の指導も得ながら、造成区域のほぼ全域にわた

ってトレンチを設定し、遺構、遺物の有無を確認することになった。

これが、第二次調査であり、昭和58年11月16日から昭和59年5月12日までの内128

日間を要して実施した。

－1－



調査の結果、古墳時代前期の住居跡3軒、古墳時代中期の住居跡14軒、堀立柱建物2軒

の他、多数の須恵器、土師器を発見した。

第一次と第二次の調査を総合した結果は下表のとおりである。

住居 平面形 規　 模 （m ） 側溝幅一深さ 柱主 主軸 その他のピット 遺　　　 物 時　 期 備　　 考‰ 床 面 積（戒 軸 穴数 方向 土壌、炉跡

1 隅丸方
形
東西　 南堆
4 m　 x 2 Ih
以上　 以上
壁45～65 cm

15－2～ 3 4 東壁中央部に特
殊ピット2

須恵器 （大形磁
蓋杯類）

土師器 （長頸壷
2 、高塚）
滑石製臼玉 2

堤廻Ⅲ期

2 隅丸万 3．6×1．2以上 14～32－ 0 住居外西側にピ 須恵器 （蓋杯、 堤，廻Ⅲ期
形 壁 40cm 6～10 ット1 有蓋高塚）

土師器 （壷、賓
高塚）

3 方形 2．5以上× 20～35「 2 須恵器片 堤廻皿期 住居が重複か

6．2以上
壁45 cm

5～ 20 土師器 （壷、聾
高塚）

拡張の可能性
あり

4 方形 2．2以上×4．2 12 不明 ピット総数17個 須恵器 （杯、高 堤廻Ⅲ期 周辺に排水施
壁40～70cm 北東隅に特殊 ピ

ットS K －0 1

琢脚部）
土師器 （壷、聾
高塚）
滑石製臼玉3
碧玉製管玉研磨
未製品1

砥石

設と思われる
溝がめぐる

5 不由 東西　　 南北 20～50－20 不明 ピット7 土師器 （高塀、 堤廻Ⅱ期 スラッグ状の
4．5以上

壁70 cm
土壌 1 （特殊 ピ

ット？）
（焼土を含む）

賓） 焼土

6 方形 東西　 南北

3 m　x 5 m
以上
壁 24～32 cm

なし
中央ピットか

ら溝が壁にの
びる

3 特殊ピット1 須恵器 （蓋杯、
高塚脚部）

土師器 （壷、蛮
高塚、低脚杯、
椀、甑）
埴輪）

堤廻Ⅲ期

7 方形 1．5 m 以上× 10～12 －6 4

1

特殊 ピット1 住居内からの遺 堤廻 I期 S I－0 8に切
3．7 m
壁 20 ～ 50 cIn

（炭イ物 、焼土
含む）

物なし

I

られる

ー2－



住居 平面形 規　 模 （m） 側溝幅一深さ 柱主 主軸 その他のピット 遺　　　 物 時　 期 備　　 考NG 床面 積（粛 紬 穴数 方向 土壌、炉跡

8－a 隅丸長
方形
3．4m X 4．1m 二重構造

S D －0 1
8～10－2～5
SD －0 2
15～20－5

不明 特殊ピット1 8 －a と8 －b

の土器の区別が

できなかった

堤廻 I期

8－b 隅丸長 6 m X 6．5m 15′－20－5 4 その他ピット10 土師器 （壷、蛮 堤廻 I期 建て替え時、
方形 壁 74 cm 特殊ピット1 高塚、低脚杯、

鼓形器台）
貼床を施す

9 不明 南北4．5 m 20 －10 ・不明 ピット7 土師器片 （壷、
賓、高塚）

堤廻Ⅱ期 SK －0 2と切
合う

10 方形 東西　 南北

2．6m X 0．9m
壁 30 cm

12－5～10 不明 特殊ピット1 土師器片 （高床
杯）

二不明

11 隅丸万 南北6 m 15～20 － 2 その他のピット 土師器 （賓、小 堤廻Ⅱ期 加工段の可能
形 壁 30 cm 5～10 1

（炭化米を含ん

でいた）

形壷形土器）
炭化米

性有

12 方形 東西　　 南北 20～30－ 4 その他のピット 土師器 （壷、蛮 堤廻血期 S I－1 4と外
3．4 m 以上×

4．8m
壁 35 ～45cm

8～12 6 手づくね、高塚） 15を切る

13 方形 東西　 南北
4．1m x 5．6m
壁54 cm

20－10 4 その他のピット

5
（内特殊ピット

1）

須恵器 （蓋杯、
有蓋高塀、把手）

堤廻Ⅲ期

14 不明 1．0 m 以上×
2．0 m 以上

20－8 不明 不明 床面からの遺物
なし

S I－1 2
より先行

15 不明 南北6 m
壁50 cm

20 －5 不明 不明 土師器 （高塚、
小柑）・

S I－1 2

13、1 4
より先行

16 方形 東西　南北

4．8 m X 3．2 m
以上
壁 70cm

40～50－
7～10

溝内より炭化

物を検出

不明 ピット1 土師器 （壷、高
塚）

堤廻Ⅱ期

17 方形 東西4．8 m
壁 70cm

なし なし なし 須恵器 （蓋杯、
高塚）
土師器 （賓、把
手）
勾玉

堤廻Ⅱ期 周辺に排水施

設と思われる
溝がめぐる

ー3－



住居
平面形

規　 模 （m ） 側溝幅一深さ 柱主 主軸 その他のピット
遺　　　 物 時　 期 備　　　 考

Nn 床 面 積（胡 軸 穴数 方向 土壌、炉跡

18 二不明 東西　 南北

1 m　x l．2 m

以上　　 以上

10～ 14 －5 3 な し なし 堤廻 Ⅱ期 他のピット群

と切合う

19 方形 4 m　x 5 Ⅱ1 住居内を「コ」不明 ピット2 須 恵器 （蓋、埠）堤廻Ⅲ期

以上　 以上

壁 20 cm

の字状にめぐ

る

25－10

特殊 ピット1 土 師器 （賓、小

形壷、高塚）

20 多角形 東西　 南北 12～20－5 4 ピッ ト （支柱穴 土師器 （婆、壷 堤廻Ⅲ期 特殊 ピット内

5．5 m x 7 m
t

か） 手づ くね） から多量の土

以上　 以上

壁 70 cm

特殊 ピット 須恵器 （魂、璽） 器が出土

21－a 長方形 東西

4．2 m X 5：2

～5．8 m

2 0～40－6

～1 0

2 土 師器 （蜜、壷）堤廻 I 期

2 1－b 長方形 5．5 m X 6 m 26 －10 3 東壁に円形の特 土師器 （賓、壷 堤廻 I 期 ベッド状遺構

壁 50 cm 殊 ピット3

西壁に方形の特

殊ピット1

高塚、琢） 後半～Ⅱ

期前半

建て替え時、

貼床を施す

SB －

01

梁桁問

行

2 ×4

3．O m X 5．2 m 10 N

36 0E
－

土 師器 （高塚、

椀）

堤廻Ⅱ期

S B －

0 2

2 ×3 4．5 m X 3．6 m 8 W

2l OE
－ な し 不明

ー4－



Ⅱ　周辺の歴史的環境

㊥タテチョウ遺跡志望芸禁笥慧諾警芳川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡調査
国立島根大学の南方水田地帯の西川津地内を流下する朝酌川河川敷を中心に東西南北400

～500mの範囲に所在する大規模な低湿地遺跡。

昭和49～50年、52年、そして59、60年の調査で縄文時代早期から奈良◎平安時代に

わたる膨大な量の遺物が出土。

出土品は、各時代の土器の他に弥生時代の木製農耕具類、建築用材、土笛（陶墳）、磨

製石剣、石犬の鋒様石器、銅鐸、舌様棒状石製品、分銅型土製品、土馬、「騨」と墨書の

ある須恵器塚など多種多様の遺物が出土、特に縄文、弥生文化研究上貴重な資料が発見さ

れた。

㊨西川津遺跡　島根県教育委員会『西川津遺跡詳細分布調査報告書』昭和56年3月

タテチョウ遺跡から北へ約1．5km上流の朝酌川河川敷を中心とした低湿地遺跡。

縄文時代早期から各時代の遺物が大量に出土。

弥生時代の木製農耕具類、木器、石包丁、石鎌、炭化米、臼、杵、磨製石斧、獣の骨、

石錬、投弾、釣針、ヤス、モリ、タモ、ヤマトシジミの貝塚などが出土。

㊥柴遺跡悪霊芸芸豊票票『主要地方道松江‾境線バイパス関係埋蔵文化財
島根県文化財愛護協会が県道松江◎境港線バイパス工事に先立ち、昭和51年1月から2

月にかけて調査。竪穴住居跡2軒と古墳の周溝部分4箇所を確認した。住居跡の内1号住

居跡は、一辺約6．5mの方形を呈し、壁高は約15cm、中央に1．2×0．5m、深さ10cmの

炉跡がある。主柱穴は4本あり、柱間は一辺3．8mの方形となる。土器は土師器の壷、高

塚で古墳時代前期のもの。2号住居跡は、一辺5m前後（推定）のもので、中央部に0．38

×0．3m、深さ0．02mの浅い楕円形の炉跡様のものあり。土器は土師器の壷、高塚、蓋、

低脚杯の破片でやはり古墳時代前期のもの。

柴I地区の周溝は、幅1m、深さ30cmで、一辺10m近くの方墳が推定される。出雲国

庁4型式の須恵器と円筒埴輪の小片が出土。住居跡付近の周溝は、いずれも一辺10m前後

の方墳の周溝の一部と思われ、2号溝からは、土師器高塚2個体分、3号溝からは、須恵

器の蓋琢（山陰Ⅲ期）が出土している。

㊥山崎古墳　松江市教育委員会『山崎古墳』1984

標高36m前後の丘陵最高所に立地。一辺19m、高さ約2mの基盤上に中央部で55cmの

－5－



盛土を施している。

南北長3．35m、東西幅2m、深さ15cmの略方形の掘り方の内側に長さ2．4m、幅60cm

の範囲で木棺が据えられていたと思われる。

又、掘り方の東北角から長さ4m、幅20cm、深さ27cmの細長い排水溝が墳裾へ続き、

構内には下半部に角礫が多数積み重ねられていた。

副葬品は刀1口、剣4口、鈍2本、鉄鉱47本以上。5世紀後半頃の朝的川南部の有力豪

族の墓で、鉄製武器類を多数保有することによって、この地域を掌握していたものと推定

される。

⑳柴古墳群　松江市教育委員会『柴古墳群』1985

標高25m前後の低丘陵上に3基所在。1号墳は、丘陵の先端部にあり、直径7m、高さ

15mの基盤の上に30cmほど盛土したもの。基盤上の旧表土中より古墳時代前期の壷の破

片が出土。2号境は、直径10m、高さ10cmの円形の基盤に、15～40cmの盛土を施す。

墳丘表面や盛土中から、5世紀中頃の須恵器大型壷の破片が故意に破砕された状態で約

100片出土。主体部は、幅30cm、長さ2m余りの土壌があったが、前述の須恵器片が入り

込んでいる以外副葬品は皆無であった。

3号墳は10×11．5m、高さ約20cmの方形基盤の上に5～20cmの盛土を施すもの。主

体部は長さ3m、幅1mの長方形の礫床を有する墓場で東部に枕石があった。副葬品は皆

無であった。

これらの古墳は、5世紀代に相前後して築造されたものと推定される。

⑳金峰古墳群　松江市教育委員会『史跡金崎古墳群』1977

第1号墳　全長32mの前方後方墳。前方部長12m、同幅14m、同高1m、くびれ部の

幅10m、後方部長20m、全長32m、同幅23．5m、同高3mを計る。後方部には主軸に
）

平行する竪穴式石室がある。石室は、長さ3．8m、幅1．35m、高さ1．0mを計る。石室内

からは、須恵器（脚付壷1、長頸壷1、異形連管小壷上器台1、線4、有蓋高塚2、無

蓋高塚5）計15個、鉄製品計5点（漆塗鞘付直刀1日、鉾1、剣1、日宇型鍬先主刀子

1）青銅製品計2点（彷製内行花文鏡1面、紡錘車様製品1）、玉類（子持勾玉2、碧玉

製麻玉2、碧玉製管玉4、碧玉製勾玉5∴疇覇製勾玉6、水晶製垂飾1、ガラス製小玉及

び滑石製臼玉多数）が出土している。石室は、やや大きめの割石を積み重ね、床面は礫床、

天井石は、厚み15cm前後の偏平な大石6枚を重ねている。

前方部は、地山をかなり削り取り、その上に盛土を3m近く、硬くつき固めている。梶

には、高さ70cmほどの石垣状の列石がめぐっている。
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第1図　周辺の遺跡分布図
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第2号墳　第1号墳の南側に隣接する。一辺約10m、高さ1mを計る。古墳の裾の線は、

わずかに東辺と南辺で認められる。墳頂部には、盗掘の凹地も認められ、墳丘は、全体に

くずれている。円筒埴輪片などは見当たらない。

第3号墳　第2号墳の南側に所在する。2号墳と3号墳と．の問には、幅10mの平坦地が

あるが、加工したものであろう。一辺20m、高さ2mを計る。墳頂部は盗掘され凹地が認

められる。墳裾からは円筒埴輪片が発見されている。

第4号墳　第3号墳の東西約90mの尾根上に立地する。ここは、金先山の丘陵の突端に

位置する。万骨というよりは、長方形墳と呼ぶにふさわしく、長辺26．5m、短辺17mを

計る。その差9．5mもある。墳裾には、茸石が散在している。高さは3mあり、墳頂部は、

同じく平坦な長方形となっている。当古墳は四隅が幾分突出気味であり、安来市荒島一帯

で確認されている四隅突出型方墳の可能性も無くはない。

第5号墳　第1号墳の北方100mばかりの尾根の突端に位置する。全長22mの前方後方

墳である。前方部長5m、幅7．5m、高さ1m、後方部長17m、幅20m、高さ2．5mを

計る。前方部は、比較的短小である。後方部上端から円筒埴輪片と須恵器高塚が出土して

いる。

第6号墳　一辺20元前後、高さ1．5～2mの方形状の墳丘を有し、盛土は殆どない。主

体部は、礫床を有する木棺直葬墓で、土壌は長さ5m、幅70cm、深さ20cmを計る。その

床面には、長さ4．5m、幅亜～45cm、厚み7～8cmの小礫が敷いてあった。遺物はなし。

昭和38年、調査中に消滅。

第7号墳　第6号墳の西北に接して位置する。12×7．5m、高さ2．5mの方墳。内部構

造、副葬品ともに認められなかった。昭和38年、消滅。

第8号墳　第7号墳の西北に隣接して営まれた方墳。一辺9．4×．7m、高さ1．5mを計

る。第9号墳と本墳との中間から埴輪円筒片2個が発見されたが、所属は不明である。内

部主体は、中央部に長さ2．6m、幅30～22cm、深さわずかばかりの狭長な基境が掘られ

ている。遺物は何ら検出されなかった。昭和38年、消滅。

第9号墳　第8号墳から西へ33mの丘陵突端に営まれた方墳。14mxllm、高さ1・5

mを計る。内部主体は、不明であるが、墳頂部で表土から30cm余りの盛土中から、須恵器

蓋杯3合、趨1個、鉄嫉1束がほぼ同一平面から発見された。昭和38年、消滅。

第且0号墳　第5号墳の南側下方に位置する方墳である。一辺11×12m。高さは2m。

内部主体、副葬品とも検出されなかった。昭和38年、消滅。

第11号墳　第10号墳の東側に接して営まれた方形填。一辺9m、高さ2m、墳丘東北隅
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から埴輪細片が採集されている。内部主体は、長方形の土壌で幅85～90。皿、深さ30～40

cmを計るが、長さは不明である。副葬品は何ら検出することが出来なかったが、土壌外の

位置で須恵器増と恩われる細片4個が発見されている。この他、墳丘西北側の地山面から

縄文式土器片が1個体分発見されたが、これは、晩期の蛮形土器である。昭和38年、消滅。

Ⅲ　調　査　の　概　要

佃　第1調査区

本調査区は堤廻遺跡の最西端の標高20m～25mのなだらかな斜面上に位置する。昭和

58年6月の第一次調査が終了したあとの造成工事中に、これと向かい合う西側丘陵斜面

（第二次調査の第2調査区）と丘陵西端の工事用進入路から丘陵に上がる入口付近（第1

調査区）で土器片が採集されたので調査を行ったものである。当初、本調査区はこの土器

出土地点を中心として20mx20mの方形グリッドをN200Eに設定し調査を開始したが、

グリッド北側と東側で住居跡が検出したため調査区を拡張する必要が生じ、結局全発掘面

積は788戒となった。

本調査で検出した遺構は竪穴式住居跡2棟（SIrO5、SI－09）、溝（SD－0

1）、土壌2（SK－01、SK－02）、及び柱穴状遺構8であった。

◆Sl－05

本調査区の北東側に、上端幅75cmの南北に走る落ち込みが検出されたので、これを拡

張したところ、南北4・5mで南にほぼ直角に変化する、高低差70cmの階段状の遺構とこ

の内面に沿う形で、幅最大50cm、深さ20cmの溝が検出された。

また北側では東西2・5m、南北1・7mにわたり、赤褐色の焼土がスラップ状に検出され

たほか、周辺には土師器片や土錘が出土したので住居跡であると考えられたが、柱穴等は

検出出来なかった。北側の拡張区域は約3mほどで急な斜面となって終っていた。

土師器片はいずれも劣化が激しく非常に脆い状態となっており細片が多く実測不能な遺

物が多かった。わずかに高塀1片と婆片1片が実測可能であった。

1－01第5図は高塚琢部片である。口縁立ち上がり部分での直径は10．2。mを計る。琢

部と脚部の取り付け部の直径は3．6cmを計る。琢部と口縁の境がわずかに段状を呈する。

手法等は不明瞭であった。

1－02は口径14・Ocmを計る。賓片と思われる。内外面とも黄褐色を呈し、最大1．5mmの砂

粒を混合する。口縁部は内外面ともナデ調整、体部は外面にパケ目調整、内面へラ削り調
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第2図　第1調査区平面図

整痕がみえる。

いずれも須恵器の出現に相前後する時期のものと考えられる。

◆Sl－09

SI－05の南側に隣接する。SI－05と同様に東側で上端幅20cm、深さ10cm、

南北長4．5mの溝が検出されたが、SI－05との間には東西長3．7m、南北長2．4mの

土壌（SK－01）があって北端は西に直角に折れ曲がったところで終り、明確な住居跡

のプランは検出できなかった。南側は、本調査区の南東角から斜に走る幅1．0m、深さ20cmの

溝（SD－01）によって切られて不明であった。この住居跡内には、直径20～25cm、深さ20

cmの柱穴状のピットが4穴と、東西長1．2m、深さ　25cmの土壌状の遺構が、又、住居跡

西端と思われる位置で、径380cm、深さ20cmの柱穴状ピットが3穴検出された。

遺物は、東側の溝に沿った1mほどの円形内に土師器片が集中して検出された。この土
．

器群は大きいもので10cmはどあり、その数90片以上にのぼったが、いずれも劣化が著しく
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第5図　第1調査区出土遺物実測図

実測は困難であった。他に須恵器等の遺物はなかった。

◆SD－01

本調査区の南東角より始まり、調査区中央を通り西側に至る幅最大1．0m、深さ20cm、

の溝状の遺構が検出されたので、これをSD－01と呼称した。

遺物はSI－09付近の溝北側に土師器片が2片出土した他は無く、性格も不明であっ

た。あるいは山水の自然排水路かもしれない。

◆SK－01

SI－05とSI－09の中間にある土壌で、東西長3．7m、南北長2．4m、深さ35

cmを計る。遺構は、この境内に土師器片が数片検出された他は無かった。
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◆SK－02

SI－09及びSD－01の南側で検出された東西長1．4m、南北長1．3mの土壌で西

側部分を欠いた円孤状を呈していた。遺物は無かった。

◆SP－01

ピット状の遺構はSI－09内で7箇所検出したが、他にSI－05の西側5mのと

ころで、径54cm、深さ20cmのピットが1箇所検出された。この中には底部を欠いた土師

質の賓と、杯2個がおかれてい’た。（第3図）

1－18は、このうち賓の破片を復元したものである。口縁外径17．0cm、胴部最大径27．0

cmを計る。胎土は8mはどの小石を含んでおりやゝ粗いが、焼成は良く保存状態も良好で

あった。内面は黄褐色を呈するが、外面はススが付着しかなり使い込んだ様子がうかがえ

る。口縁は球形の体部から「く」の字に外反してのびており、端部には粘土を張り付けた

痕跡が認められる。外面、内面口縁部はパケ目調整。胴部に至りへラ削り調整痕がある。

本調査区は他の調査区と比較して、傾斜が少なくある程度の平坦面を有していたので、

住居を営む条件としては容易であると考えられたが、調査の結果は、住居跡と認めうる遺

構は2棟しかなく、しかもこれらの柱穴については確定出来なかった。また遺物の保存状

態も悪く、時期的な確証を得られる好資料も乏しかった。ただ、SP－01内の賓片等か

ら考えると、古墳時代の中期に隣接、相前後して営まれていたように思われる。又、堤廻

遺跡の他のすべての住居跡と比べて見ても、新しい時期に属するものではないかと考えら

れる。

（2）第2調査区

第2調査区は、遺跡のほぼ中央部にあたる尾根間の付け根部にあたるところに位置する。

南は第5調査区と隣接し、北東部は削り取られておりそのまま北側斜面へと急傾斜する。

調査は、20mx20mのグリッドを設定し、調査区西側で竪穴住居3棟、東側で約50個

のピット群、及びその間に竪穴住居1棟を検出した。ピット群は、まだ続くものと思われ

たため、さらに南側へ隣接して20mx7mの拡張区を設定した云この拡張区で、10個余

りのピットと南側に竪穴住居を1棟検出できた。

以上検出した遺構は、竪穴住居跡は計5棟、ピット64個で、ピット群は堀立柱建物遺構

と考えられ、2枚を復元した。（竪穴住居跡は、5棟の内2棟に建て替えが認められた）

これらの遺構は、竪穴住居が古墳時代前期～中期、掘立柱建物は古墳時代中期1棟、不

明1棟である。
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◆Sl－06

第2調査区の北端緩斜面に位置し、SI－08の北に存在する。

住居の北東部半分は、工事用の進入路を作った時に削平されており、南西側の残存部で

東西軸3m、南北軸5mを計る。平面形は方形である。床面ははば平坦であり、深さは西

壁で32cm、南壁で24cmあった。側溝は認められなかった。ピットは4個を数え、はっき

りと柱穴と考えられるものはないが、P－02、P－03、P－04は西壁に沿って1列

に並ぶことから、支柱穴の可能性を残す。P－01の埋土からは、土師器の高塀が出土し、

南壁に向かって幅20cm、長さ70cmの溝が走る。（第8図、土器観察表）

各柱穴プランは、P－01は東西35×南北36×深さ20cm、以下同じくP－02は20

×20×20、P、－Ol‘3は20×20×10、P－04は22×24×24を計る。

床面からは、焼土や炭化物は検出されなかった。（第7図、第9図）

遺物は、住居の南西隅で、多数の土師器片と若干の須恵器片を検出したが、図化できた

のは土師器が壷1、嚢1、高塚8、低脚杯4、碗3、甑形土器6（うち把手1）、埴輪片

1、須恵器が蓋杯1、杯身2、蛮口縁1、高塚脚部1である。床面には40×30×15cmの

転石があった。（第10図）

第6図　第2調査区全体図
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第7図　SI－06遺構図
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土師器をみると、小型壷の口縁2－01は、斜上方に立ち上がり、口縁端部で外反する。

外面は橙色で、内面は暗橙色でやや硬い。

璽2－02は、「く」の字状口縁で、端部がやや肥厚する。頚部外面に、パケ目痕が残

る。内面頚部より下にへラ削りを施す。外面は黒いススが付着し、黒褐色で内面は赤褐色。

胎土は硬い。

高塚2－03、2－09は、口縁部が外反して開き、接合部の段はわずかに残る。2－

03、2－09ともに剥離が激しい為、内外面とも調整は不明。2－03は外面が赤褐色、

内面は淡橙色。2－09は内外面とも赤褐色でやや軟質。

2－04は、椀状の杯を持つもので、接合

部差し込み式。脚柱部は円筒形で、据部で屈

曲し「ハ」の字状に開く。内面は、斜下方へ

一気に下り、平坦部に至る。脚部外面はへラ

磨きで、その下から内面にかけて横ナデであ

る。杯部は摩滅激しく不明。外面琢部から脚

部にかけ赤色顔料を塗る。色調は赤褐色で硬

質である。

2－05は琢部が内攣しながら立ち上がり、

口縁端部近くlで外反して開く。脚柱部は外反

－15－
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出土遺物実測図



第9図　SI－06遺物出土状況図

し、裾部で屈曲しやや内攣しながら開く。内面は中程で稜をつくり、端部へ至る。調整は、

脚柱部内面にパケ目を残す以外は不明。色調は赤褐色。

2－06は、椀状の師部のみで、口縁端部は内面に傾き、段をなす。内面底部に暗文状

のへラ磨きを施す。その他は、調整不明。赤褐色で胎土硬い。

2－07は、脚柱部のみで内面にナデを施し、外面は不明。色調は赤褐色でやや軟質。

2－08は、赤褐色で硬く薄い。

低脚杯は2－10、2－11、2－12　がある。脚部は外面が外反しながら開き、内面は

水平な天井部より外反しながら開き、端部に至る。杯脚部は、外反しながら斜上方に立ち

上がり、端部でわずかに内向する。器厚は薄く、調整は脚部内外面ともナデ、もしくは横

ナデ。師部外面はナデ、内面不明。色調はともに赤褐色で胎土硬い。

椀形土器2－13、2－14、2－15はいずれも器厚が薄く、口縁端部がやや内傾し、丸

底もしくは丸底に近い平底をもつ。

2－15は底部欠損の為、高塚となることも考えられる。調整は外面口縁部から内面にか

けて横ナデ、又はナデ、外面底部に横方向のへラ削りを施す。2－15は内外面とも横ナ

デ、2－13は調整不明。色調は、2－15が淡赤褐色で胎土がやや軟らかく、2－13、

－16－
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2－14は赤褐色で硬い。

甑形土器2－16、2－19、2－21は口縁が大きく外反して開き、そこから真直ぐ下り

底部付近で内攣しながら内側へ狭くなる。2－18、2－20は口縁からやや内攣しながら

真直ぐ下方にのびる。口縁部は細くシャープなもの（2－19）と、やや厚いもの（2－

16、2－18、2－20、2－21）とがある。把手2－17　は外上方に向く円柱状で、全

体的にへラ削りにより面を整える。2－16、2－19は剥離が激しく調整はよくわからな

いが、口縁部横ナデ、その下に縦のパケ目がわずかに残る。2－18は外面は不明、内面へ

ラ削り。2－21は内面、口縁部横ナデ、その下は縦のパケ目、それ以下は横パケ。内面へ

ラ削り。2－20は口線内外面横ナデ。色調は2－19が淡橙色、2－16、2－17が乳白色、

2－18は赤褐色、2－20、2－21は橙色で、胎土はいずれも硬い。

この他、土師器では実測不可能ではあるが、高塀の破片が多量に検出され、大型賓の胴

部や甑形土器の破片も見受けられた。

埴輪片2－22は、円筒埴輪の口縁部付近でタガが1段残る。内外面、及びタガは風化し、

調整もわかりにくいが外面のタガ上部と内面に指頭圧痕が残る。2－23は、住居の削平さ

れていた北側斜面から検出された。

次に、須恵器では蓋杯の蓋2－24はほぼ完形。天井部はやや丸みをおび、天井部と口縁

部を界する稜は、短いながら鋭い。口唇には段がつく。調整は天井部外面の3分の2前後

までへラ削りを施し、内面は指頭圧痕が残る。ろくろ回転方式は右回り。薄青灰色で胎土

は堅徴。蓋塚の杯は、2－25と2－26があり、2－25はやや外反しながら上方にたちあが

り、口唇部に段をなす。受部は斜外方向にのび、底部はやや丸みを帯びる。調整は底部外

面に2分の1程の回転へラ削りを施し、内面は指で整えた後、回転ナデで粘土接合痕と見

られる粘土のすじが周回する。ロクロ回転方向は右回り。灰白色で胎土はやや軟質、2－

26は立ち上がりを欠く。受部は横方向にのび、端部は薄くやや鋭い。底体部は口縁に比し

て浅く、底部は比較的平底に近い。底部外面2分の1弓引こ弱い回転へラ削り、内面には

回転ナデが施されている。ロクロ回転方向は右回り。灰白色で胎土はやや軟らかい。

蛮口縁2－27は、ゆるやかに外反しながら斜上方に立ち上がり、端部を上方へ屈曲させ

ており、口縁端部にわずかな凸線がめぐる。端部内面には一条の沈線文を施す。口縁端部

から内面にかけて横ナデを施す。ロクロ回転は左回り。白灰色で、胎土は堅徴。高塚脚部

2－28は、わずかに内攣しなから「ハ」の字状に開き、端部で稜を作り内向する。師部外

面回転へラ削り、内面横ナデ、脚部内外面ともに横ナデ、一部をへラ削りする。内外面に

自然粕付着。緑灰色で、胎土は硬く、堅徴。長方形孔が四方向にある。
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以上の遺物のうち、2－22の円筒埴輪片は、地山面から40cm以上も上の出土であること

や、埴輪片が1片のみしかないことから、住居跡と直接関係はないものと思われる。近辺

に古墳はないが、今回の調査以前に消滅してしまった古墳に使用されたものと考えられる。

㊥Sl－07

第2調査区の中央部西端に位置し、東側半分をSI－08に切られている。平面形は方

形で西壁で3・7m、南北軸の残存部で1．5mを計る。床面はほぼ平坦で、深さは西壁で50

cm、北壁で20cmある。側溝は、幅10～12cm、深さ6cmのU字状で、南壁、北壁とも3m程

伸びて切られている。ピットは6個を数え、Pl、P2、P3、P4は配置と深さから、

主柱穴と考えられる0床面中央のP5は径40cmの範囲で焼土が広がり、その中央部に径18cm

程の炭化物を含んだプランであった。これを掘り下げたところ、皿状の浅い掘込みで、炉

跡と考えられる。各柱穴プランは、Plより東西18cmx南北12cmx深さ36cm、P2は16×

20×42、P3は24×20×48、P4は28×18×38、P5は34×34×10、P6は10×14×10を

計る。この他、住居外の南側にピット4個を検出したが、SI－07との関わりや、性格

は不明である。（第11図）
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第11図　SI－07遺構図

－19－



≡
2－29

2－30

0　　　　　10cm
し⊥⊥」⊥＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第12図　SI－07遺物実測図

遺構に伴った遺物はなかった。椀形土器2

－29は住居跡の南側、削り取られて一段低く

なった場所の壌土より検出したもので高塚の

師部の可能性が強い。調整は、外面底部パケ

目、口縁部から内面にかけて横ナデ、内面底

部付近で不定方向のナデ。赤褐色で胎土は硬

い。鼓形土器2－30は、住居外西側の埋土中

より検出された。器形は小型で稜はやや丸み

を帯び、シャープな感じを欠き、口唇部は外

に開く。外面から内面上半部は横ナデ、下半

部は箆削りを施すと思われるが摩滅激しく単

位は不明。赤褐色で胎土は軟質である。住居跡内からの出土遺物がないため、遺物から見

た時期判定はできない。遺構の切りあい関係が、SI－07の南北の壁の一部と東壁がS

I－08に切られていることから見て、SI－08に先行する時期のものと考えられる。

◆Sl－08

2区の中央よりやや西にずれたところに位置し、東にはピット群があり、西は西壁がS

I－07の東壁を切った形で隣接する。北東隅は工事の進入路で削平されている。平面形

は、隅丸方形で東西軸6m、南北軸6．5mを計る。床面は2段になっており、側溝は3重に

廻り建て替えがあったと考えられる。当初のものは、東西軸3．4m、南北軸4．1mの小規模

な長方形住居で床面は南から北へやや傾斜している。建て替え後の深さは、西壁で最大74

cm、北壁で最小10cmを計る。又、東壁の範囲は側溝により確認された。側溝としてはSD

－03が当初のものと考えられ、東西3．4mx南北4m、幅15～20cm、深さ5cmのU字

状を呈する。建て替え時の側溝SD－01は、幅8～10cm、深さ2～5cmの浅いものでU

字状を呈し、SD－02は幅15～20cm、深さ5～10cmでU字状である。ピットは大小14

個を数えるが、当初の主柱穴と思われるものは、確認できなかった。建て替え後の柱穴は

P2、P3、P4、P5の主柱以外に、P13、P14が支柱に使われた可能性を残す。

′柱穴のプランは、P2より東西46cmX南北46cmX深さ40cm、P3は36×30×20、P4

は40×48×24、P5は32×26×30、P13は30×30×20、P14は32×34×22cmを計る。P0

2はSD－04を南北に切っている。ピット以外では、SKOl、02の二つの土壌状遺

構を検出した。このうち、SKOlは東西62～94cm、南北140cm、深さ20～40cmの瓢

箪形をした2段堀込みの土壌で、建て替え時の床面から検出され、SP04とともにSD
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第13図　SI－08遺構図

第14図　SI－08内SKOl遺構図
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－03を切る。土境内の埋土から、土師器の甑片と壷口縁が出土した。SK－02は当初

の床面から検出したもので、東西76cm、南北48cm、深さ26cm、楕円形の土境で、埋土中

に炭化物が多く含まれていた。なお、これらの土壌の性格について詳細は不明だが、S

KOlからは溝がのび、埋土から土器が出土すること等から上部に何らかの設備をおいて

いたものではないだろうか。床面のほぼ中央のSK－02の近辺に、2層にわたって焼土

が検出された。これらも、当初のものと建て替え時のものと思われる。

以上のように、SI－08は当初SD－03がめぐる範囲で営まれていたものをSD－

02の範囲まで貼床を行い、拡張して使用したと考えられる。

遺物は、床面直上と覆土の褐色土から検出し、須恵器が1片とあとはすべて土師器であ

った。そのうち図化できたものは壷1、蛮7、高塀4、低脚琢3、鼓形器台3であった。

褐色土から検出した遺物を見ると、蛮2－31、2－32、2－33、2－34、2－35は新古の

型式が混在する。2－32、2－33、2－35は全体的に薄く、シャープな作りで、複合口縁

をもち、口縁端部をカットする。調整はいずれも外面から内面口縁部が横ナデ、それより
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第15図　SI－08出土遺物実測図
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下は横箆削りを施す。2－32は赤褐色、2－33は乳白色、2－35は淡褐色を呈し、胎土は・

硬い。2－31、2－33は口縁が肥厚し、仕上げも荒い。2－31はわずかに複合口縁の面影

を残し、口縁端部は斜上方に短く、摘み上げられる。器厚は口縁から胴部に至るまで厚く、

肩がはる形態を示す。調整は、外面から内面口縁部にかけて構ナデ、それ以外は箆削り。

2－33は、「く」の字状口縁で、口縁端部でわずかに内向する。口線内外面とも横ナデ、内

面胴部箆削り。乳白色で胎土やや軟質。同層から出土の高塚2－39、低脚杯2－43を見る

と、2－39は脚柱部がやや短く、裾部から外方へ「ハ」の字状に開く。内面は次第に外反

しながら外へ開き、端部に至る。調整は不明。2－43は脚部は低く浅い。師部は脚部の径

に比べてかなり大きくなると思われる。調整は内外面ともナデ、乳白色で胎土硬い。鼓形

器台2－46、2－47はいずれも小型で、稜が2－46の方は細くシャープだが、2－47はや

や丸い。2－46は底部口縁が外方へ開き、端部で、斜上方にもち上がり、一条の凹線が入

る。2－46、2－47とも外面と内面上半部槙ナデ、内面下半部横箆削り。2－46は橙色、

2－47は赤褐色で胎土硬く薄手。

床面直上の遺物を見ると、蛮2－37、2－38は、2－37が「く」の字口縁をもち、口縁

端部を内側に折り込む。器厚は薄く、胎土硬い。色調淡褐色で、調整は剥離の為不明。

2－38は、口縁部から肩部にかけて残存するが、大型の様相を呈する。口縁外面は、横に

突出する稜が残るため複合口縁だと思われ、肩部に波状の凹線をつける。調整は外面から

内面口縁部まで横ナデ、以下箆削り。赤褐色で硬い。

壷2－39は肩部に幅1m、長さ1．5mmの突帯をつける。同様のものは、出雲市の山地古
注1

墳出土の壷棺に見られる。外面は横ナデ、内面は指で整えた後、横ナデを施す。色調は、

外面突帯より上は黒灰色、その他は乳白色、胎土は硬い。高塚は師部の一部と脚柱部のみ

残存し、脚柱部は、接合部分より緩やかに外反しながら斜下方にのび、裾部から開く種類

と考えられる。調整は、2－40が内面にしぼり痕跡を残すが、その他は調整不明。2－41

は外面接合部を指ナデ、それ以下を箆削り、内面横ナデ、それ以下は箆削りを施す。外面
す

には赤色顔料が付着する。2－42は内外面とも構ナデ。2－40は乳白色、2－41、2－42

は赤褐色でやや硬い。

低脚杯は2－44、2－45がある。2－44は、2－43と同じく脚部は低く径も小さいのに

対し、琢部は浅く大きい。2－45は脚部の高さ、径とも2－44よりも大きい。調整は、2

－44が内外面横ナデ、2－45の方は外面箆削り、内面構ナデ、外面に赤色顔料付着。色調

は2－44が橙色、2－45が赤褐色で硬い。

鼓形器台2－48は稜が細くシャープである。形態は底部口縁部までやや外反しながら開
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き内攣したのち端部に至る。端部は斜上方にもち上がり、わずかに一条の凹線がめぐる。

外面構ナデ、内面箆削り。当住居跡の時期は、2－37の様に口縁端部を内側へ折り込む様

な形態の蜜の出土することやその他の複合口縁を有する賓や鼓形器台の特徴から見て、小

谷式土器に並行する時期のものと考えられる。

この他褐色土層からは、須恵器の高塚脚部2－49が出土している。わずかに内攣しながら

「ハ」の字状に開き、一条の凹線をめぐらせたのち内伸し端部に至る。内面は端部におい

て外反するため、器厚が薄くなる。脚部外面は、回転カキ目調整、端部からは内面は横ナ

デを施す。胎土はやや軟質で焼成もやや不良。長方形孔が三方向に穿たれている。

注1出雲市教育委員会『山地古墳発掘調査報告書』1986年3月

◆Sl－18

第2調査区の東側にあるピット群の北端に位置する。堀立柱建物を建てる時に削平され

たと考えられ、南西隅に側溝を残すのみである。残存する側溝は、東西1m、南北1．2m、

幅10～15cm、深さ5cmを計る。床面は北へ緩く傾斜するが、削平された可能性が強く、

本来はもっと平坦であったと考えられる。ピットは、側溝の内側にあたると思われるとこ

ろに、切りあっているものも含めて4つを数える。堀立柱建物との切りあいは、ピットがい

ずれもそう深いものではないため、どのピットがSI－18の関連であるか明確でない。た
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敬感
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第16図　SI－18遺構図
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だ、位置的なことから考えると、Pl、P2、P3が主柱の可能性を残す。Plと、P2、

P3のプランは東西32cmx南北32cmx深さ14cm、30×26×14cm、12×12×6。mを計る。

床面からの焼土及び、遺物は検出されなかった。

遺物は全くなかったが、遺構の切りあい関係から見て、ピット群の設けられた時期より

も前ではないかと思われる。

◆SI－21

第2調査区の南端に位置し、ピット群の南西、SI－08の南に存在する。住居の東壁

の一部が撹乱により削平されている。平面形は方形で、東西軸5．5m、南北軸6mを計る。

床面はやや南側に傾斜しており、深さは最大南壁で50cm、最小東壁で10。mを計る。側溝

は、北壁の東半分と南壁の東半分を共有しながら2重に回っている。床面が2重になって

いることから、建て替えのあったものと考えられる。（第17図）

当初の建物の側溝と思われるSD－02は、幅20～40cm、深さ6～10cmでU字状を呈

する。その範囲は、当初の壁際に掘られた長方形のSK－01の両側を住居中央へとのび、

一部はSK－01にぶつかる。又、南北壁でそれぞれSD－01と共有し、ベッド状遺構

の手前で曲がりつながっていた。その後、建て替え時に、東壁中央部をピット01～03

を作る必要から削られたと思われる。このことは、ピット01～03の掘り込まれた面が、

第17図　SI－21遺構図
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東側に傾斜していて、SD－01の面から10cm近く低いことからも伺える。SD－02の

範囲から当初の建物は、東西軸4．2m、南北軸5．2～5．8mの方形住居だったと推察され

る。建て替え時のSD－01は、西壁で50～60cm拡張され、それに伴ってSK－01も

拡張されたと思われる。東壁ではベッド状遺構の後側に溝を廻らし、北東隅で行き止まり

南側は途中で撹乱に切られている。

ピットは、大小12個を数えるが、当初の主柱は、P7とP8かP9、建て替え後は、・

P5、P6、PlOと考えられる。各柱穴のプランはP5で東西20cmx南北20cmx深さ35

cm、P620×20×20、P734×24×12、P834×30×40、P950×42×30、

PlO30×24×28を計る。P7から土師器片が検出された。柱穴以外では、東壁付近か

らPl～P3、西側付近からSK－01、その中にPll、北壁のSD－02を切る形でP

12が検出された。このうちPl～P3は、順に30×32×32、32×30×32、30×

42×26cmを計り、Plの底部からは20×20×6cmの石と、その下から炭化物がでた。P

llはSK－01内から検出され、切りあいから見て、SK－01を掘った後に掘られたも

ので、同じく北東にのびる溝もSK－01を切っている。SK－01は94×60×30cmを計

る。

焼土は床面の中央付近及び北西隅に8箇所見られたが、いずれも建て替え時の面から検

二‾二二
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第18図　SI－21出土遺物実測図
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出されたものであった。北西隅の焼土は厚さが床面から20cm近くあり、まわりに何かで囲

いをして使ったものと考えられる。

住居跡の北東隅に地山削りだしにより、床面より約10cm高くなったベッド状遺構があ

った。規模は幅50cmx長さ2．4mを計る。この構造は、当遺跡内において例を見ないもの

である。

出土遺物のうち図化できたものは、婆7、壷4、鼓形器台1、高塚2、椀形土器上黒

曜石1であった。これらを床面直上から出たものを中心に見ていくと、賓は2－50、2－

51、2－52、2－54等がある。このうち「く」の字状に近い口縁を持っ2－50は、口縁の

器厚が厚く、端部をやや外方へ摘み出す。口縁部内外面とも構ナデ、内面頸部より下は箆

削りで淡橙色を呈し、やや軟質。2－51、2－52、2－54はいずれも複合口縁か、又はそ

れの退化した形態を示す。2－51、2－54は似た形態を示し、器厚が厚く、わずかに接合

部が横に張り出し、端部が平坦にカットされている。2－52は床面から検出された構内遺

物で、器厚が比較的薄く、口縁端部をわずかに外方へ摘み上げている。外面肩部の調整は

風化激しく不明。口縁内外面とも横ナデ。内面頚部以下箆削り。淡赤褐色で硬い。

壷2－53は地山直上から、2－58、2－59、2－60は、床面より一層上から出土し、い

ずれも複合口縁を有する。2－53は、作りが丁寧で器厚が薄い。内外面とも横ナデ。頚部

より下は箆削り。2－58は槙に張り出した接合部から内偵して立ち上がり、端部でやや外

に向く。口縁外面に竹管文を配し調整は口線内外面横ナデ、内面頚部箆削り。淡赤褐色で

硬い。2－59は横に張り出した接合部からほぼ真上に立ち上がり、端部で外へ摘み上げる。

頚部は内傾し、内外面構ナデ、乳白色で硬い。碗形土器2－60は底部丸底で、口縁部が

内向する。調整は、外面口縁部付近を指ナデ、それ以外は箆削り、内面口縁部は指ナデ、

それ以下箆削り。全体的に丁寧な調整ではない。色調は乳白色で、胎土は硬い。

鼓形器台2－61は床面からの出土で、稜は丸みを帯びる。器厚もSつ－08の床面から

出土したものより厚手である。外面及び内面上半部は横ナデ、内面下半分都債箆削り。赤

褐色で胎土は硬い。

高塀2－62、2－63は、いずれも床面一層上の褐色土層出土の遺物である。2－62は、

有段高塀で、口縁はもち上げただけでやや外反する。2－63の脚柱部は、緩やかに内攣し

た後、裾部で外に短く開く。外面と内面上半分部は横ナデ、下半部は構箆削り。赤褐色で

胎土は硬い。

その他、土器以外の遺物として、地山の「層上の褐色土層より黒曜石（2－64）の製品

が出土している。
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第18図　ピット群遺構図

当住居跡は、建て替え前と建て替え後の2時期に分かれ2－52、2－53、2－55、2－

56、2－57を指標とする小谷並行期と、2－50、2－51、2－54、2－58、2－59等を指

標とする須恵器出現以前の古墳時代中期に比定される。

㊥堀立柱建物跡及びピット群

第2区東宰分に位置し、64個のピットと2本の溝状遺構を検出しさらに南側に続くと思わ

れたが、撹乱を受けているためそれ以上の確認はできなかった。このうち、2棟の堀立柱

建物跡を復元できた。（第18図）

◆SB－01

SI－21の北東に位置し、主軸はN360Eで梁問2問、桁行間推定4問の建物である。

東西5．2m，南北3．0mを計る。残存する柱穴は10個を数え、すべて円形で、P06は2段

掘りで径20cmの円孔となる。

各柱穴のプランはPlより順に東西35×南北40×深さ30、36×35×25、44×45
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第21図　S B－01出土遺物実測図

×32、30×40×30、22×23×34、44×46×26、43×44×31、36×40×31、

26×26×25、18×15×25cmを計る。建物内及び、附近から焼土及び炭化物は検出で
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きなかった。

遺物はSP Olより土師器の高塚の琢部2－65が出土した。これは有段式で接合部分に、

やや丸みを帯びた稜を持つ。口縁部は外反しながら外側に開く。調整は、外面ナデ、内面

底部に暗文状の箆磨き痕跡がかすかに残る。P O4出土の、椀形土器2－66は、底部

で内攣しながら立ち上がり、口縁に至る。口縁端部でわずかに内向する。調整は剥離のた

め不明。色調は橙色で胎土は硬い。P O8内からは、2個体の土器、高塚の脚柱部2－

67、2－68が検出された。いずれも脚柱部は円柱状で、裾部にて「ハ」の字状に開く。両

者とも外面箆削り、裾部は調整不明。内面にしぼりの痕跡を残す。色調は2－67、2－68

とも淡橙色で胎土は2－67は硬く、2－68はやや軟質である。（第21図）

SB Olの時期をこれらの土器から推定するのは非常に難しいが、古墳時代の中期くら

いに位置ずけられるのではないだろうか。

◆SB－02

SB－01の東側に位置し、主軸はW2lONで、南北方向に梁問2間、東西方向に桁行
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3間をとる建物である。東西4・5m、南北3・6mを計る○残存する柱穴は8個を数え、す

べて円形である。各柱穴のプランはPlより、東西25×南北20×深さ20、25×28×40、

30×30×50、31×30×49、33×30×43、25×30×37、26×20×25、24×22×30cm

を計る。束柱は検出できなかった。各柱穴内及び付近から遺物は検出されなかった。

遺構、遺物とも時期を判定する資料を欠くが、SB－01と主軸が異なることや、位

置が近接することから、同一の時期ではないと考えられる。ただ、SB－01との切りあ

いがない為、前後関係は不明である0付近からの焼土及び炭化物は検出されなかった。

㊥その他のピット

その他のピットは、大きさが径10～50cm、深さが10～40のものまであり、小規模な建物

群があったと想像されるが、建物の復原までには至らなかった。ピットの掘られている立

地には北側に傾斜し、そこから先が崩れている○このため、それ以上ピットを北に追うこ

とはできなかった。遺物は、復原した建物に関するピット以外からは検出されなかった。

溝状遺構については、SD－01が、幅25～60cm、長さ5m、深さ10～20cm、北側が二股

に分かれる。溝底部からピットが2個検出された。SD－02、は、幅25～60。皿、長さ3．5

m、深さ15～30cmで、底が段状になっているo SD－01は、SB－01のP07に切ら

れているためSB－01建築以前にあったものと考えられる。SD－02の方は、SB－

01との切りあいがないため前後関係は不明であるが、溝の形状や位置から、SD－01

の時期と大差はないのではないだろうか。これらの溝状遺構の性格はよく分からないが、

ピット群の問にあることから住居に関連して作られたものと考えられる。又、各ピット間

や溝状遺構に切りあい関係が認められることから、何回かの建て替えがあった可能性が強い。

この他、SI－21の南側に設定した拡張区の遺物包含層や、2区全体の表土に近い位

置から遺物が出土したが、図化できたものは、2－69～80までのものである。（第23図）

まず、南側拡張区では、土師器の甑形土器2－69～72があり、2－69は、把手と底部を

欠くものの、遺存状況が良い。底部より斜上方へ外反しながら胴部へ至り、口縁部付近で
F

内攣しながら外方へと開き端部に至った後、わずかに内傾する。外面は、縦方向のパケ目

内面は口縁端部が指頭圧痕の後に横方向のパケ目、それより下の部分では横方向の箆削

り、胴部より下は縦方向の箆削りを施す。2－71もほぼ同じ調整手法だと思われる。2

－70、2－72は把手部分で、いずれも箆状工具による面とりが施され、胴部に近いあたり

はパケ目を施す。高塀2－73は、筒状の脚柱部が裾部において「ハ」の字状に開き、端部

でわずかに内偵する。脚柱部外面の調整は不明。裾部外面は縦方向の箆削り。裾部内面は

箆削り。その他はナデ。赤褐色で胎土は硬い。須恵器の杯身2－74は、底部からやや外反
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第23図　第2調査区住居跡外遺物実測図

しながら外上方に立ち上がる。受部は、丸みを帯び斜上方に短くのび、内傾する口縁端部

へと至る。外面底部は回転箆削り、その他はすべて回転ナデを施す。時期的には、堤廻m

期に比定できる。Aトレンチから暗褐色土層より出土した土師器蛮2－75は、単純

口縁で、口縁部は「く」の字状に屈曲してのび丸い端部へと至る。器厚は簿い。外面から

内面口縁部にかけては風化のため調整不明。それ以下はパケ目。胴部は横方向の箆削り。

黄橙色で胎土はやや軟質。Fトレンチより出土した賓’2－76、2－77は、いずれも「く」

の字状に屈曲した単純口縁を持つもので、2－76は底部近くに胴部最大径がくる形態を示

し、2－77は、卵形に近い形態である。2－76の外面は、胴部に縦方向のパケ目、口縁部

の内外面は横ナデ、その下は指頭圧痕調整を施し、それ以下箆削り。淡橙色で胎土は硬い。
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2－77は、外面の胴部パケ目、肩部から口縁部内面まで構ナデ、以下荒い箆削り。赤褐色

で胎土は硬い。

このほか2区の荒堀中に表土に近い位置から須恵器2－78、2－79、2－80が出土した。

琢身2－78は、縁端部と底部の一部を欠くが、2－74とほぼ同じ形態を示す。立ち上がり部は

06に比べて薄い。外面底部3分の1程度回転箆削り、その他はすべて回転榛ナデ。灰色

で胎土は堅徴。杯蓋2－79は、やや不明瞭なのみ刃状の口縁端部を有する。残存部の内外面と

も回転ナデ調整。青灰色で、胎土は堅徴。壷蛮類2－80は、肩部から胴部にかけて残存し、肩

部から胴部へと変化するあたりに胴部最大径がくる。外面はすべて叩目をつけた後、回転

カキ目調整、内面の肩部は青海波状の叩目が残るがそれ以下は、・叩目をすり消す。

堤廻遺跡2区からは、竪穴住居5棟と堀立て柱建物2棟を検出した。位置的なことか

ら考えれば、隣接する5区の堅穴住居4枚をも含めて遺構の検討を行なう必要があるが、

詳細は遺構の検討の項に譲り、ここでは2区の遺構について若干解れておくことにする。

まず竪穴住居では、出土遺物から見てSI－07→SI－08a（建て替え前）→SI

－21a（建て替え前）。SI－08b（建て替え後）→SI－21b→SI－06と推移

すると思われるが、SI－18の時期については出土土器がないことから確認できなかっ

た。ただ、SI－18の周辺から須恵器が検出されていないため、堤廻Ⅱ期に比定できる

かもしれない。堀立柱建物SB－01は、柱穴からの出土遺物から見て堤廻Ⅱ期と考えられる

が、SB－02からは出土遺物が検出されなかったため、時期を決めることが出来なかった。

竪穴住居の平面形態を見ると、SI－08のa、bは共に長方形プラン、SI－07、

06が方形プラン、SI－21のa、bは共に長方形プラン、SI－18は不明と各形態が

混在している。次に、他の区の住居では、遺存状況が悪いため算出することができなかっ

た床面積を見ると、SI－06が推定25I迂以上、SI－07が推定13．7Hf、SI－08a

が12．7I迂、SI－08bが39Ⅱ上　SI－21aが22Iが、SI－21bが39Iがの規模を

持つ。又、SI－18は、主柱の間隔から見てSI－06やSI－21aとほぼ同規模で

はないかと考えられる。このことから、堤廻I期の住居規模はごく小規模なものであり、

その後堤廻Ⅱ期、Ⅲ期になると住居規模が拡大される傾向にあると言える。又、建て替え

については、SI－08はほぼ全面的な建て替えを行なっており、SI－21は東西の壁

だけを部分的に拡張するものであった。

各竪穴住居ごとについて見ると、SI－06は南西隅に集中して、土師器、須恵器、円

筒埴輪片、石等が40cmにわたって堆積していた。出土遺物のほとんどが古墳時代中期後半
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のものと考えられ、床面から出土した土器と堆積土の上面から出土した土器の時期差がほ

とんど見られないことから、あまり長い時間を置かずに土器が堆積したものと思われる。

それに加えて、住居内に外部から土砂の流入した形跡も認められないことから、土器群が

人為的に住居内へ投棄された可能性が強い。次に各住居内から、柱穴以外に使用されたと

考えられるピットや土壌がかなり検出された。SI－07のS P－05、SI－08のS

K－01、02、SI－21のSK－01、SP－01、02、03がこれに相当するも

のと考えられ、このうちSI－21のSK－01には、両側に細い側溝がのびている。又、

SI－08のSK－01は、建て替え後のもので、SK－02は貼床除去後に検出された

ことから、建て替え前のものであると考えられる。その用途であるが、SI－07のSP

－05、SI－08のSK－02はピット及び土境内の埋土に炭化物や焼土が含まれてい

たことから、炉跡と考えられるが、その他のピット及び土壌については、用途を示すよう

な資料を得ることは出来なかった。

次にSI－21の北東隅から地山を削り出して作られたベッド状遺構が検出された。こ

の遺構は、堤廻遺跡において唯一のものであるが、用途については、遺構の検討の項へ譲る。

この他、竪穴住居の出入口や上屋構造については、確認することが出来なかった。

次に、堀立柱建物は、SB－01とSB－02の主軸方向が違うことから、時期が異な

ると考えられるが、両住居間に遺構の切りあいは認められず、新旧関係は明らかでない。

ピットの数から見て、この2枚の他にも堀立柱建物があったものと思われ、ピット問に切

りあいが認められることから、幾度かの建て替えがあったことが伺える。この堀立柱建物

群と竪穴住居群は、意識的に離れた位置に建てられたと考えられ、両者は性格を異にする

ものだったのではないだろうか。

（3）第3調査区

堤廻遺跡の一番東側に位置し、北へ突き出る丘陵尾根の東側斜面にあたる。遺構確認の

調査は、2m幅のトレンチを9本いれ、南側からA～Iとして行なった。それによって確

認できた遺構は、竪穴住居跡6枚であり、それ以外は検出できなかった。

これらの住居跡は、標高約20～30mのところに位置していたが、いずれも斜面にある

ため、土層の流下などによる削平が著しかったが、住居跡は、1棟（SI－10）を除いて、

5棟は調査区の北側に集中して検出した。

◆S1－10

調査区の南側のBトレンチにおいて確認した住居跡である。3区の中では、一番傾斜角

－34－
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第26図　SIll遺構平面図

度のきつい高所に営まれており、土層の流下などによる削平が著しく、西側の一部しか残

っていなかったので規模は不明であるが、平面形は残存部分の形態から方形を呈するもの

と思われる。壁高30cmを計り、壁沿いにやや浅めの側溝が掘り込まれていた。ピットは壁

側に径30C恥、深さ30cmのものを1個検出しただけで、これが本住居跡の主柱穴をなしてい

たかどうか特殊ピットであるのか不明である。住居跡の大部分が削平を受けているので、

その他の柱穴、焼土などは検出できなかった。

遺物は土師器の高塀と杯の小片が出土しているか、摩滅が激しく、実測、写真は不可能

であった。以上のことから、本住居跡の時期を判定することは出来なかった。

◆SI－11

調査区のEトレンチ及びFトレンチにおいて確認した住居跡でSI－10と同様に、東

側が削平されており、北西隅から西壁部分しか残っておらず、西壁残存長は6mを計り、

平面形は隅丸方形を呈している。壁高は約30cmで、内壁沿いに浅い溝が廻っている。ピッ

トは3個検出した。北西隅からPl～P3とし、Plは径23×21、深さ45cm、P2は径21

×19cm、深さ30cm、P3は径23×25cm、深さ45cmを計る。Plは底面中央に、P2は底面

の東よりに径約8cmの柱痕跡があることから、この住居跡の主柱穴の一部であると思われ

る。P3は埋土中に炭化米が含まれていたが、柱痕跡は認められなかった。床面上には焼

土は認められなかったが、壁の南側の側溝部分に炭がやや多めに検出されている。

遺物は、土師器小片が少量出土しているが、実測可能なものは、複合口縁の蛮3点と、

小型壷形土器1点であった。3－01、3－02、3－03とも、複合目線が退化してい

る婆の口縁部で、3－01は＼口縁端部を欠くが、稜は鈍くなって、溝状の凹面をなして

いる。内外面とも暗褐色で外面にはススが付着している。胎土やや密で硬い。3－02は

短く直立する口縁部を持っている。口縁部内外面ともに横ナデが施されている。外面暗褐
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第27図　SI－11出土遺物実測図

色で部分的にススが付着しており内面灰褐色で胎土密にして硬い。3－03はやや外反す

る口縁部を持っ。内外面とも褐色で、胎土やや密、風化の為摩滅が激しく調整不明である。

3－04は小型壷形土器の底部であり、平底を呈している。外面淡橙色、内面淡黄色で胎

土やや粗。これらの土器の特徴と須恵器が一片も伴出していないことから、本住居跡の時

期は須恵器出現直前頃と考えられる。

◆Sl－12

SI－11よりも東側下方にあり、SI－14、SI－15を切って、この調査区の中

では一番低い所に位置している。平面形は方形を呈しているが、東側部分は削平を受けて

いる。床面の規模は南北で4・8mを計り、東西軸は3．4mまで残っていた。壁高は西壁で

最大値45cmを計り、北壁では最大値35cmを計るが東側に向かうにつれて、削平のために低

くなっていき、東端では消滅している。東壁は残っていないが、内壁沿いに幅18。皿、深さ

10cmの日宇溝が周囲を廻っていたと思われる。床面はやや東に低くなっており、貼床の形

跡もなく、良く整えられていた。柱穴は4個の主柱穴を検出した。北西隅よりPl～P4

とし、Plは径23×22cm、深さ58cm、P2は径24×24cm、深さ48cm、P3は径25×26cm、

深さ50cm、P4は径18×18cm、深さ48cmを計る。名柱穴間隔はPlより右回りで、2．10m、

2．10m、2．10m、2．30mを計る。床面中央より、東側に40cmx34cmの焼土があり、その

焼土を囲むように2．00mx1．5mの範囲に多量の炭が広がっているが、この建物が火災に

あったとは考え難い。又、焼土面を取り除くと、径30cm、深さ10cmの穴が掘りくぼめられ
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第28図　SI－12出土遺物実測図

ており、これが炉の施設であったと考えられる。

遺物は、本住居跡の東側斜面にかなり出土しているが、床面上遺物で実測できたものは、

壷1、蛮6、手捏土器上高塚5である。3－05は単純口縁を持つ広口の壷であり、全

体的に薄く作られ、口縁部も長く、端部は丸みを帯びている。頚部内面に指頭圧痕があり、

体部内面箆削りが施されている。その他は横ナデで仕上げられている。内外面とも黄褐色

で胎土粗であるが硬い。

婆は3－06～3－08の複合口縁の退化したものと、3－09～3－11の単純口縁

のものがある。3－06は短く、やや内傾気味にのびる口縁部をもち、端部は肥厚する。

屈曲部の稜は鈍いものに退化している。口縁部内面横ナデ、頚部内面指頭圧痕、体部内面

箆削りされているが、外面は風化のために不明である。外面黄橙色で胎土密。3－07は

口縁部と頚部の境をなす稜が鈍く、段になっており、口縁端部は内傾する平坦面を持っ。

頚部内面から体部内面にかけて指頭圧痕及び箆削り、休部外面パケ目、その他構ナデが施

されている。内外面とも橙色で胎土密。3－08は稜のかわりに浅い溝が廻っている。内

外面とも淡橙色で胎土粗でやや硬い。3－09は頚部から外反してのびる口縁部をもち、

端部は肥厚し、丸みを持つ。体部内面箆削り、休部外面パケ目、その他横ナデが施されて

いる。内外面とも淡橙色で胎土密。3－10は、口縁端部は丸く、口縁部内面にやや小さ
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第29図　SI－13遺構平面図

な段がある。内外面とも赤橙色で、胎土やや粗。3－11は口縁端部がやや細く作られて

いる。3－12は、手捏土器で口縁部は残存していなかった。平底に近い底部をなしてい

る。内外面とも黄橙色、胎土密。

高塚は3－13、3－14の有段のものと3－15、3－16の無段のものがあり、3

－17、3－18は脚部のみ残存していた。3－13は端部と底部の境に鈍い稜をもち、

口縁部はわずかに外反する。琢内面にわずかにナデの痕跡が認められるが、その他は不明

である。内外面とも黄褐色で胎土蜜であるが脆い。3－14は口縁部と底部の境に下向き

の鈍い稜かある。内外面とも橙色で、胎土やや粗で脆い。3－15は内攣する口縁部を

もち、口縁部内面に一部横ナデの痕跡が見られる。内外面とも黄褐色で胎土粗。3－16

は碗形に近い杯部で、内外面とも淡赤褐色、胎土粗。3－17は脚部の破片で、透かしの

有無は不明である。脚柱部からややくびれて「ハ」の字状にひらく裾を持っ。内外面とも橙

色で胎土密。3－18は低脚杯の脚部で、内外面とも褐色、胎土粗。

これらの遺物の特徴から、本住居跡はSI－11とほぼ同時期のものと考えられる。

◆SI－13

SI－12の北西側に一段高い状態で存在していた。平面形は方形を呈しているが他の
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住居跡と同様に東側が削平を受けている。残存している範囲から床面の規模は南北軸5．6

m、東西軸で4．1mを計る。壁高は西壁で最大値54cm、北壁で最大値54cm、南壁で最大値・

23cmを計るが、北壁、南壁はSI－12同様に東に向かうにつれて低くなり、東端で消滅

している。北壁、南壁に幅20cm、深さ10cmの日宇溝が掘り込まれており、南壁側でも一部

見られることから内壁沿いに周囲を廻っていたものと思われる。床面はほぼ水平に整えら

れ、ピットは住居跡内のやや北よりに9個検出した。北西よりPl～P9としてPlは径

27×27cm、深さ50cm、P2は径55×43cm、深さ30cm、P3は径22×26cm、深さ68cm、P4

は径30×34cm、深さ46cm、P5は径25×25cm、深さ58cm、P6は径40×29cm、深さ18cm、

P7は径28×26cm、深さ16cm、P8は径24×24cm、深さ60cm、P9は径24×24cm、深さ50

cmを計る。これらの柱穴はやや不整形に並んでいるが、柱穴内の埋土が、暗褐色のものと、

褐色土層のものの2種類にわけられ、Pl、P2、P3、P7、P9が暗褐色土層であり、

P2を除く4個のピットが対応するので、これらが主柱穴を成していたものと思われる。

この対応する4個の柱穴間隔はPlから右回りに1．8m、1．9m、1．96m、1．9mを計る。

P2もこれらの柱穴と同じ暗褐色土層であったが、主柱穴をなしていたが補助柱穴や土壌

であったのか不明である。又、他の柱穴も埋土の違いから時期が異なる可能性も考えられた
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が、建て替えが行なわれた痕跡も認められないので、主柱穴に附属していたものか、ある

いは他の用途に使用されたものと思われる。床面中央に炭化物の広がりが3箇所見られる

が、焼土は確認できなかった。

出土遺物は傾斜面上に住居跡があるために、SI－12と同様に、住居跡の東側下方の

埋土中に多く出土しているが、これらはSI－11などからの流れ込みも多いものと思わ

れる。床面上からの出土遺物で図化出来たものは、土師器の蛮4、小型丸底壷1、高塚6、

須恵器4点であった。婆は、単純口縁を持つものだけであり、3－19は口縁部に比べて

頚部は厚く作られている。体部内面箆削り、その他横ナデが施されている。内外面ともに

黄橙色で、外面の口縁部にススが付着している。胎土、やや粗にして硬い。3－20はや

や長めの口縁部を持っている。外面横ナデ、内面パケ目が施されている。内外面ともに白

橙色で胎土密。3－21は大きく外傾してのびる口縁部をもち端部は丸い。外面横ナデが施

され、内外面とも淡黄色で胎土密。3－22は口縁部外面槙ナデ体部外面パケ目、体部内面

箆削りが施されている。内外面ともに淡黄色で内面には赤色顔料が付着している。3－23

は、小型丸底壷の体部で、最大径は胴部中央にある。内外面とも黄橙色で胎土密。高塚は

有段のものと無段のものがある。3－24は口縁部と底部の境に稜がある。内外面とも暗

橙色で胎土密。3－25は口縁部と底部の境に段を成している。内外面ともにパケ目の痕

跡があり、赤橙色である。胎土やや密で硬い。3－26は内攣してのびる口縁部をもち、

端部は丸い。内面底部指ナデ、外面パケ目が施されている。内外面とも赤橙色で、内面の

一部にススが付着している。胎土密で硬い。3－27も内攣する口縁部をもち、口縁部は

凹面を成している。内外面とも暗赤褐色で胎土密。3－28は内外面ともに赤褐色で赤色

顔料が付着しており、脚部と師部の境に脚部接合後に箆削りが施されている。胎土密。3

－29は脚部のみで、筒部と脚裾部の境が明瞭でない。調整は不明である。外面橙色内面

暗橙色で胎土密。3－30は須恵器の琢身で、口縁部は内傾してのび、端部は2段になっ

ている。受部はやや短く外方にのび、口縁部と受部の境に浅い溝が廻っている。体部外面

に重ね焼痕が認められ、やや変形している。底部外面回転箆削りが施され、天頂部は幅が

狭く弓射、。その他回転ナデが施されている。胎土密で硬い。3－31も内偵してのびる口

縁部をもち端部はやや平坦になっている。受部は外方にのび鋭い。外面底部は回転箆削り

され、幅は狭く線が明瞭である。体部には指頭圧痕が残っている。青灰色で硬い。3－32

は有蓋高塚で口縁端部と脚部を欠いでいる。脚部には四角形と思われる透かしが二方向以

上穿たれている。杯外面底部回転箆削りが施されている。青灰色で硬い。3－33は半円

環状の須恵器の把手で、粘土紐を曲げて作っている。黄灰色で胎土粗である。
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上記のように、本住居跡は、須恵器と土師器が共伴しており、これらの須恵器は、山陰

の須恵器編年1期に相当するものと思われ、本住居跡もこの時期に比定されるであろう。

◆Sl－14

SI－12の西側に位置し、SI－12によって大部分が切られている。そのため、西

壁隅、及び床面をわずかに残すのみで、住居跡の規模及び平面形は不明である。側溝は、

幅20cm、深さ8cmのU字溝が掘り込まれており、内壁沿いに廻っていたものと思われる。

柱穴や焼土などは、床面がSI－12によって大部分が削り取られているので、全く検出

できなかった。

遺物は埋土中からは出土しているが、床面からの出土は認められなかった。

遺構の形態や遺物が皆無であったので、明確に住居跡を判定することは出来ないが、遺

構の切りあい関係から、SI－12より先行して存在していたと思われる。

◆SI－15

SI－12、SI－13、SI－14に囲まれた位置にあり、この3つの住居跡によっ

て切られているため、当初住居跡があるとは思われなかったが、SI－13側から南へ向か

う落ち込みが検出されたためそれを迫ったところ、幅20cm、深さ5。mのU字溝が3．8mま

でのびているのを確認した。北側はSI－13で、南側はSI－14によって切られてい

るので規模は不明であるが、SI－11とSI－14の間に段があり、本住居跡の壁と思

われ、壁だけの規模で見ると、6．5m以上の規模になる可能性がある。床面は、SI－14

同様に大部分削り取られているため、柱穴は1個検出しただけである。しかし、この柱穴

は本住居跡の溝とSI－13の溝を切っていることから、これらの住居跡に附属するもの

とは考え難い。

出土遺物は、土師器の高塀と増が出土しているが、l摩滅が激しく実測不可能であった。

以上のことから、本住居跡の時期を判定するのは困難であるが、遺構の切りあい関係か

らSI－12、SI～13、SI－14より先行して存在していたと思われる。その他、

調査区域の東端斜面から多数の土器が出土しているが、時期的には本調査区の住居跡とほ

ぼ同時期のものばかりなので、住居跡からの流れ込みによるものと思われる。

住居跡外の土器で3－34～3－42までは整形土器と壷形土器の口縁部や胴部のみが

残存しているものであり、口縁部は複合口縁の退化したものと単純口縁のものがある。胴

部は球形に近い。3－43～3－52までは高球形土器で、師部のみと脚部のみのものば

かりであり、師部は内攣するものと、杯底部に稜を持つものがある。杯外面にパケ目が施
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されている。脚部はあまり長くなく、裾部も短くハの字形に開くものが多い。3－53は

小形壷形土器で、口縁部は短く外傾してのび、胴部中央に最大径がある。3－54～55

は須恵器の嫁と蓋である。3－56は須恵質のものであるが器種不明である。3－57は

手捏土器で全体指ナデが施されている。

第3調査区で確認された遺構は竪穴住居跡6棟であった。SI－10を除く5つの住居

跡は調査区の北側に切りあって検出された。SI－10だけは、これらの住居跡から離れ

それも本調査区の中で一番高所に営まれていた。このSI－10に隣接する住居跡が存在

する可能性も考えられたが、本調査区ではSI－10に隣接、又は高所に存在する住居跡

を検出することは出来なかった。

住居跡の新旧関係については、出土遺物と切りあい関係から知ることが出来、切りあい

関係からSI－15→SI－14→SI－12という変遷を知ることが出来、出土遺物か

ら見ると、SI－11とSI－12がほぼ同時期に併行して存在していた可能性が伺える。

SI－13は唯十須恵器を伴出する住居跡であることから、この中では一番新しい時期に

存在していたと思われる。SI－10については、他の住居跡との切り合い関係がなく、

明確な時期を判断できる資料が之しいために、他の住居跡より先行するものなのか併行し

て存在していたものなのか知ることが出来なかった。又、その規模についても明瞭でなく、

他の住居跡と比べると小型の様に思われ、」投的な住居であったのか他の性格を持ったも

甲であったのか現時点ではそれを判断するまでに至らなかった。
l

次に、SI－11のピットから炭化米が検出されており、この炭化米も少量しか検出で

きなかったが、本遺跡においての食生活の一端が伺えるのではないだろうか。

以上のように、6棟の住居跡のおおよその新旧関係などについて簡単に述べてみたが、

これらの住居跡は土器の特徴などから古墳時代中期の比較的限られた時勢に営まれていた

ものと思われる。

（4）第4調査区

本調査区は、遺跡内に設定された調査区のうちで最も南に位置し、標高38mの丘陵尾根

東側の下方にある30mx40mの緩やかな傾斜を伴った比較的平坦な区域に設定されたもの

である。標高は31m～40mを計り、東側で標高差3～8mをもって第5調査区、北東側で

標高差6～11mをもって第1“調査区と隣接している。調査区は、東西方向に設定された幅

2m、長さ10m～26mの計7本のトレンチ（呼称は北から南へA～G）と、Aトレンチか

ら直角に第1調査区の方向に等高線と交差するように設定した2本のトレンチによって構
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凡例

猥土器溜り

…二
第33図　第4調査区トレンチ設定図及び遺物の出土範囲図
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成されている。（第33図）　設定した7本のトレンチのうち、A、B、Gについては、土

層もほぼ均一で、比較的浅く、遺物を伴うものではなかったため、土層断面図の作成は、

C、D、Eトレンチに限定した。尚、Fトレンチについての記述は、遺物が出土した段階

で観察し記録された土層の状態に基づいてなされていることを付け加えておきたい。

Bトレンチ（幅2m、長さ20m）

土層図はない。表土以下3層であり、第2層の黒色土を経て、若干の土師器片を含む第

3層黄褐色土に達する。遺構はなかった。

Cトレンチ

幅2m、長さ20m、表土の厚み12cm～40cmで、第2層の暗褐色土に達する。第2層は、

厚み6cm～22cm、長さ7．3mを計る。第3層、暗茶褐色土は一部で、第2層の下にもぐり

込みながらも第2層とほぼ同じレベルで堆積しており、厚み5cm～32cm、長さ6．3mを計

る。第4層暗褐色土は第3層と同じレベルで、厚み10cm～35cm、長さ7．3mを計る。第5

層黒褐色土は、トレンチ東側では一部で表土下15cm～20cmのレベルで認められるが、その

後次第に下降し、トレンチ全体のほぼ4分の3にわたって、厚み10cm～30cmで堆積してい

る。同層は、最深部で表土より70cmをはかる。このトレンチでは、第5層から遺物包含層

である第7層茶褐色土と第8層褐色土に達するまでに、第6層茶褐色粘性土が認められた。

これはトレンチのほぼ中央から西にかけて、緩やかなレンズ状を呈する、長さ約6m、厚

み10cm前後のはぼ均一な堆積土である。第7層、第8層は記述のとおり、遺物包含層であ

る。表土下90cm～1mの深さで認められ、第7層茶褐色土は第6層を包むようにして、レ

ンズ状に10～20cmの厚みで堆積し、長さ12cmを計る。

遺物は、この層の最下層から第8層にかけて出土する。第8層は、炭化物を伴う。遺物

は土師器質の壷口縁（第34図、4－1～4－9）の他に土師器の破片が多く、摩滅して、

形態や時期が判然としないものが多い。土層図では、トレンチ西側の第8層で2箇所の落

ち込みが認められたが、他の調査区で検出されている住居跡のものであるか否かは、これ

に伴う遺構が検出できなかったため判然としなかった。

Pトレンチ（幅2m、長さ20m）

表土の厚さ3cm～15cmで第2層褐色土に達する。第2層は厚み20cm～40cmで、トレンチ

の東端から中央部にかけて堆積している。第3層やや暗い褐色土はトレシチ中央付近で長

さ6mに渡って第2層の下に潜り込み、西側へ20～30cmの厚みをもって広がっている。第
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4層褐色土は、トレンチの西端部分で、一部を表土直下に露出しながら、第2層褐出土

をわずかながら伴って堆積している。厚み20～50cm、長さ約5mを計る。第5層暗褐色土

は表土下25～60cmでほぼ平らに広がり、厚み10～30cmをもって、トレンチ中央付近に堆積

する。第6層黒褐色土は、このトレンチのほぼ全域でみられ、表土下40～70。皿のレベルで

15～30cmの厚みをもって緩やかなレンズ状に堆積している。Dトレンチの場合、第6層か

ら遺物包含層である。第9層最下層から第10層に至るまでに、第7層暗褐色土と第8層明

褐色土がほぼ同じ厚み（10～20cm）で、約6mに渡って堆積しているのが認められる。

遺物包含層は、第9層の最下層から第10層褐色土の2層に渡って認められ、炭化物を伴っ

たものである。この点については、記述したCトレンチの場合と同様である。出土遺物は

土師器か主で、壷口縁部、土師器質の小壷（第34図4－11）や高塚の脚部（第34図、4－

11、4－12、4－13）の他は、破片が多かった。同層は、表土下1．1m～上3mの深さで、

10cm～15cmの厚みを持って、トレンチの中央から西側にかけ、長さ10mに渡ってレンズ状

の堆積をしている。遺構は検出できなかった。このトレンチでの最下層は、第11層黄褐色

土で、地山の明褐色土まで10cm程の堆積土である。遺物はなかった。

匠トレンチ（幅2m、長さ24m）

表土下5cm～30cmで第2層褐色土に達する。同層は、トレンチの全域に渡って厚み5。m

～30cmで堆積している。第3層やや暗い褐色土はトレンチの中央から西側部分にかけて、

厚さ20cm～30cmで堆積してい手。第4層黒褐色土と第5層黒灰褐色土は、共に表土下40～

60cmで連続し、明確に判別することが困難である。両層は、Cトレンチの第5層黒褐色土

と同様の堆積状態を示していると考えられる。第5層は、トレンチの東側から中央部、さ

らに西側にかけて長さ約9m、15～20cmの厚みで堆積している。これに対して第4層は、

一部が第5層に重なっているもののほぼ同じレベルで、トレンチ西側で約6mにわたって

厚み30～40cmの堆積を示している。明確な判別をするよりも、一つの連続した土層として

考えるのが自然であると思う。このトレンチの場合は、黒褐色土の下に第6層褐色土（厚

み5～10cm、長さ5m）と、第7層明褐色土（厚み15～20cm、長さ9m）がある。同層か

ら土師器壷の口緑が出土している。（第34図、4－15、4－16、4－17、4－18）。第8

層暗褐色土はトレンチ中央付近で一部が、第7層と同層位であるが、西側で第7層の

下に潜り込み、10～30cmの厚さで堆積している。遺物包含層である第9層暗赤褐色

土から第10層褐色土（遺物、炭化物を含む）は、おおむね、表土下120。m～160。皿の深

さでトレンチの中央付近から西側全体にかけて、10cm～20cmの厚みで堆積している。出土

遺物は、土師器壷口縁（第34図、4－19）が第9層から、その他に高塚や土師器片が認め
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られる。第10層からは、複合口縁の退化した土師器の壷口縁（第34図、4－20）が出土し

ている。

『トレンチ（幅2m、長さ26m）

土層図はないが、土層を観察したところ、表土以下7層からなり、第3層から高台付の

琢（第34図、4－21）須恵器の蓋杯の蓋の一部が（第34図、4－22、4－23）出土。第4

層から大型の土師器質の高塚の師部（第34図、4－24）第5層からは羽状文のある土師器

質の壷頚部（第34図、4－31）が出土している。遺物包含層は王に第6層暗褐色土と第7

層明褐色土である。若干の礫を含んだ地山明褐色土が2層ある。第6層からは土師器質の

壷口縁（第34図、4－25、4－26、4－27）、第7層からは土師壷の一部や低脚付杯（第

34図、4－29、4－30）が出土している。

各トレンチの概要を総合すると、第4調査区は、地形的にみて、東西方向と南北方向の

二方向から、次のように考えることが出来る。東西方向では、各トレンチとも東端から西

に向かって、緩やかに下降し、炭化物を伴う。遺物包含層は、各トレンチで異なりながら

も表土下1m～1．6mの深さで認められ、特にC、D、E、Fの各トレンチでは、詳細は

不明ながらも、他のトレンチと比較して多くの遺物を認めることが出来た。南北方向では

南側の丘陵部、トレンチでいえば、GからFに行くにつれて、次第に下降して深くなり、

Eトレンチの表土下1．6mを最深部としてD、Eと続き、B、Cトレンチに至って、次第

に浅くなることが認められる。これに加えて、Aトレンチより直角に設定した二本のトレ

ンチでは、掘り始めから15cm余りで明褐色土の地山を検出した。このトレンチからは、遺

物、遺構とも検出できなかった。

以上のことから、第4調査区は、地形として緩やかな傾斜を伴ったおわんの様な形状の

窪地であることが認められる。この点に関連して、各トレンチの遺物の出土状態を考慮す

ると特にEトレンチからFトレンチにかけて他の調査区と同様に住居跡や遺構があったと

も考えられる。又、一方では、より高位置の遺構からの流れ込みによってこれらの遺物が

堆積したとも考えられるが、詳細は不明である。

遺物の検討（第34図参照）

Cトレンチ（1群褐色土）4－1は土師器壷の口縁部から頚部にかけて残存している。

口径は16．6cmを計る。焼成は良好で胎土に2皿までの砂粒を少量含んでいる。色調は外面

で淡橙色、内面が口縁部分で暗黄橙色、頚部で黒色を呈する。口縁部は単純口縁で「く」

の字形に伸び、内外面に横ナデ調整を施している。頚部内面に指頭圧痕、箆削り痕をみる。

4－2は甑の口縁部分だが残存長が6cm余りで、口径や形態の詳細は不明である。端部は
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丸く、焼成は良好。胎土はやや密で、内外面は暗褐色を呈している。口縁部の内面にパケ

目、外面構ナデ調整。休部内面箆削り、外面パケ目調整を施している。4－3は土師器壷

の口縁部分で16．8cmを計る。複合口縁が退化したもので、胎土は密で焼成は良好である。

内外面とも褐色を呈し、横ナデ調整を施している。口頚部は外反して上方に伸び、口縁部

近くでやや内反して端部に至る。端部はやや丸い。4－4（1群褐色土）は土師器の壷の

口縁部分である。外反する複合口縁の退化したもので、口径14．2cmを計る。胎土はやや密

で、焼成は良好である。色調は内外面とも黄橙色を呈し、口縁部外面にパケ目調整の痕跡

がある他は不明である。4－5は土師器壷の単純口縁である。頚部から外反して端部は丸

い。口径15．2cmを計る。胎土はやや粗く、焼成は良好。色調は外面の一部に赤褐色を伴う

ものの、内外面とも黄橙色である。4－6は土師器の壷の頚部から口縁部分である。複合

口縁の退化したもので、頚部から外反して器厚を増しながら立ち上がり、少しくびれを伴

って端部に至る。端部は丸い。口径14．6cmを計る。焼成は良好で、胎土は密である。内外

面とも黄橙色を呈し、休部外面に箆削り、その他に構ナデ調整を施している。4－7は口

径21．8cmを計る比較的大きな壷の口頚部である。焼成は良好、胎土はやや密、色調は内面

黄橙色、外面黄褐色を呈する。頚部内面に箆削り痕が認められる他は不明である。4－8

（第34図）第7層出土の土師壷である。口縁部から肩部までが残存している。口径は14．6

cmを計り、胎土には1～3皿程度の白色砂粒を少量含む。焼成は良好で色調は外面が橙

色で赤色顔料を塗布している。内面は黄橙色である。口縁部はやや内攣ぎみにのびて端部

は丸い。肩部は張っているが、胴部以下は欠損して詳細不明である。口縁部の内外面にナ

デ、肩部外面でパケ目調整、内面で箆削りを施すと思われるが風化が著しく判別が困難で

ある。4－9（1群褐色土）は口径13cmを計る土師壷で、口縁部から肩部までが残存して

いる。口縁部は「く」の字状に屈曲しており、端部は丸い。口縁部の内外面には横ナデ、

頚部では縦パケ後横ナデ調整、肩部外面で縦パケ、内面で右方向のへラ削りを施している。

りトレンチすち　4－10（第10層褐色土）は口径9．6cm、器高8．2cmを計る。単純口縁の小

壷である。体部最大径は9cm、底部はやや尖り気味である。焼成は良好で胎土はやや密で

あり、内外面とも黄橙色を呈している。外面にパケ目調整の痕跡が認められるが、内面の

それは不明である。4－11（第10層褐色土）は土師器の高塚の一部である。琢部の底部か

ら、脚部にかけて残存していbる。焼成は良好で胎土はやや密、色調は内外面とも橙色であ

る。調整は不明だが円板充填式と思われる。4－12（第1群）は高塚の脚部である。風化

のため詳細は不明であるが、脚の裾の径は11cmを計り、胎土に白色砂粒を含む。焼成は良

一52－
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好で、色調は内外面とも淡橙色である。口縁部の中央に鈍い稜を残す。4－13は　琢径が

推定12cm、底部径11cm、器高8cmを計る土師器の高塚である。胎土は密で白色の砂粒を含

む。焼成は良好で全体に赤褐色を呈し、構ナデ調整を施している。4－4は土師質の把手

である。

Eトレンチ　4－15はEトレンチ第7層より出土したものである。口径は不明。土師器

の壷の口縁で頚部から胴部の一部を残している。胎土には2mまでの砂粒を含み、焼成は

良好で色調は内外面とも黄橙色である。4－16（第7層明褐色土）は脚径が7．9cmの土師

質低脚杯であるが、師部の口縁端部が欠損しており、器高、口径共不明である。残存する

器高は8cmを計る。胎土には1～3皿までの砂粒をやや多めに含み、焼成は良好である。

師部は体部から底部を残し、脚部は内攣した後、外反してのび、端部は丸い。杯の底部の

外面に構ナデを施すことをみる他は風化が著しく手法の詳細は不明である。4－17（第7

層明褐色土）は、口径1工3cmを計る土師壷である。胎土に1～1．5mの白色砂粒を少量含

み、焼成は良好である。色調は内外面共に剥落が激しく、部分的に橙色の他はおおよそ黄

橙色を呈する。口縁部から肩部まで残存しており、口縁部は外反して伸びた後、内攣して

端部に至る。端部は丸い。調整は全体として風化のため判然としないが外面で口縁部から

肩部にかけて構ナデを施し、口縁部内面で横ナデ、肩部内面で箆削りを施していると思わ

れる。4－18（第7層明褐色土）は、口径15．6cmを計る土師壷の口縁部分である。胎土に

1mm程の白色透明砂粒を多く含む。焼成は良好で全体に橙褐色を呈する口縁端部外側にす・

すが付着している。口縁部は肩部より「く」の字に屈曲し、外反しながら端部に至る。端1

部は丸い。調整は口縁部の内外面共に槙ナデ、肩部の内面に箆削りを施している。4－19

は第9層暗赤褐色土より出土した土師器の壷口縁で、口径が18．2cmを計り、胎土に2mま

での白色砂粒を少量含む。焼成は良好で色調は内外面とも黄橙色である。、構ナデの手法を

用いている’こと以外、特記すべきことはない。4－20（第11層褐色土）は複合口縁の退化

した土師器壷口縁部である。口径17cmを計り、1．5mmまでの砂粒を少量含む。焼成は良好

で、色調は内外面共淡橙色である。口縁部中央に鈍い稜を残している。

Fトレンチ　4－21（第3層明褐色土）は高台付の杯である。口縁部を欠損しているが

高台径7．4cmを計る。胎土はやや密で焼成は良好。色調は内面が黄褐色、外面が黄橙色を

呈する。調整の詳細は不明である。4－22（第3層黄褐色土）は須恵器の杯蓋である。口

径は13cmを計る。胎土には3～5m大の白色砂粒4×5皿の灰色砂粒を多量に含み、器面

に凹凸を呈する。調整は外面天井部の3分の2以上で回転箆削り、内面の天頂部には多方
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向静止ナデ、天井部は疎密の差はあるものの一定方向のナデを施している。焼成は良好で

堅撤、色調は天井部外面で青灰色を呈するが口縁部にいくに従って次第に灰白色に変じる。

内面は薄青灰色である。4－23（第3層黄褐色土）は、ノ須恵器琢蓋である。口径は端部が

欠損しているため推定で13cmである。胎土に1m程の白色砂粒や黒い炭化物の粒を多量に

含む。調整は天井部外面で箆削りを施す他は回転ナデである。焼成は良好で色調は内外面

共に青灰色である。4－24（第4層暗褐色土）は土師器高塚の杯部である。口径25cmを計る

大型のもので、焼成は良好で胎土に2mmまでの砂粒を少量含む。色調は内面が橙色、外面

が黄橙色で一部にすすが付着している。口縁部と底部の境に断面三角形の下方に伸びる稜

を有する。口縁部内面から外面全体に横ナデ、杯部底部内面にパケ目調整を施す。部分的

に指頭圧痕がある。4－25（第6層明褐色土）は土師器の壷の頚部から口縁部にかけて残存

している。口径15．4cmを計る。焼成は良好で胎土は密である。色調は内外面とも褐色で、

外面の一部にすすが付着している。頚部から外反して立ち上がって伸び端部に至る単純口

縁である。端部は丸い。4－26（第6層明褐色土）は土師器壷の肩から頚部にかけての破

片である。口縁部は欠損して口径は不明だが、頚部径は14cmを計る。胎土は密で焼成は良

好。色調は内面が暗褐色、外面は黄橙色を呈する。頚部から外反して立ち上がる部分の外

面は横ナデを施しているが内面はパケ目調整の痕が認められない。肩部外面にはパケ目、

内面は箆削り調整が認められる。4－27（第6層明褐色土）は土師器質のものであるが、

器種は不明である。胎土はやや粗いが、焼成は良好である。色調は内外面とも橙色を呈す

る。調整は不明である。4－28（第6層明褐色土）は土師器の壷口縁部で口径13cmを計る。

胎土はやや密で焼成は良好。色調は内外面とも黄橙色を呈する。日録部の内面にパケ目調

整の痕跡が認められる他は不明である。4－29（第7層第3群暗褐色土）は口径12．8cmを

計る土師壷である。口縁部から肩部にかけて残存する。胎土はやや粗く、1～4mm程度の

白色砂粒を多く含む。焼成は良好で、色調は外面で黄橙色（一部で黒色）内面で橙色を呈

する。口縁部は外反して伸び、内攣して端部に至る。端部は丸い。手法は特徴的で口縁部の

内外面共横ナデ、頚部内面に指頭圧痕をみる。肩部外面にパケ目、内面に箆削り調整を施

している。4－30（第7層明褐色土）は口径11．2cm、器高7．4cmを計る低脚付球である。

胎土に1～2mまでの砂粒を少量含む。焼成は良好で、色調は内面が黄橙色、外面が橙色

である。口縁部は内攣して伸び、端部に至る。端部は丸い。杯内面底部は深く、「ハ」の

字に開く。調整は琢部、脚部共外面はナデ、師部◎脚部共内面に箆状工具による乱ナデを

施している。4－31（第5層）は土師器の壷で、頚部のみ残存している。胎土は密で、焼

成は良好、色調は乳白色である。頚部外面には羽状文がみられる。内面は構ナデ、肩部に
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接続する端部では箆削りを施している。

（5）第5調査区

第1調査区東約50m、第2調査区の南側の丘陵の斜面に設定したA～Nまでのトレンチ

14本を総称して、第5調査区と呼称した。

各トレンチ幅は2mで、3mの問を置いて斜面に直角方向に、長いもので43m、短いも

ので7．5mのトレンチである。このうちA、B及びK～Nまでのトレンチでは、若干の遺

物が検出されたか、いずれも細片で、器形、調整等不明であり、遺構も検出出来なかった。

C～Jにかかるトレンチ間では、断面で住居跡状の落ち込みが認められたので、これを拡

張した結果、計4棟の堅穴式住居と思われる遺構（SI－16、17、19、20）を検

出した。

Sl－16

HトレンチとIトレンチの問で検出された住居跡である。北側は流失もしくは削平され

ており3分の1程度を残すのみである。残存する床面は、南側で4．8mを計り、北に行く

にしたがいやや広がっている。側溝は南及び西側で検出され、上端幅40cm～50cm、下端幅

10cm～20cm、深さ8cmを測る。東側の溝は検出されなかったが、床面が斜面に沿って北に

傾いているので、自然排水が行われたのかもしれない。柱穴は南側中央に1個検出された

以外は認められない。南側の溝寄りに東西幅50cm、南北幅1mの範囲で炭化物の散布が認

められた。

出土遺物のうち実測可能であったものは土師器賓片5（5－19、25、29、35、37）、

高塚片6（5－44、47、48、50、51、54）、低脚琢1（5－58）、柑1（5－60）、

小型壷1（5－64）、把手1（5－78）、須恵器杯身1（5－96）、琢蓋3（5－82、

83、84）、薗片1（5－104）、把手付碗1（5－99）、蛮片1（5－102）、高塚片

1（5－106）、勾玉1（5－81）であった。このうち床面直上と考えられるものは5

点出土している。

5－29は、このうちの蛮片である。口径12．4cmを測り、口縁部はやや外反しながらのび

端部は丸い。口縁部は内外面ともパケ目、肩部は内外面とも箆削り調整を施している。5

－19も賓の一部と思われ、復元口径13．4cmを測る。口縁は単純で端部は丸い。口縁内面は

パケ目、外面は横ナデ調整、肩部外面はパケ目、内面は箆削りにより調整している。5－

51は、高塚の脚部で脚底径10．6cmを計る。手法等は劣化激しく観察出来なかった。5－47

も高塚片であるが、脚下部に径8皿の円孔を1か所穿っている。外面は回転ナデ、内面は
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第36図　第5調査区遺構検出図
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ナデの後にパケ目調整を施している。5－60は胴部最大径7cmを測る土師器の相である。

内外面とも指頭により調整後、外面は面とりを施し、更に構ナデで調整している。勾玉は

（5－81）は長さ17mm、幅6mm、厚さ4皿を計るものである。松江市の友田遺跡でも小型

の勾玉が出土しているが、全体に厚みがあり作りは精巧である。その他の遺物はSI－1

6の上面から出土したもので、本遺構に関するものか、南斜面からの流入によるものか判

断出来なかった。

Sl－17

SI－16の南東約6mのH、Iトレンチ問で検出された。SI－16と同じく、北側

は流出もしくは削平されており、遺構面は残っていないものと考えられた。南側の住居跡

を区画する段は、高低差が約70cmあり、やや北に広がる形で東に曲がっている。西側では

観察出来なかった。また、側溝、柱穴等確認出来なかった。

遺物は、低脚塚の脚部片（5－59）と蛮片（5－17）が出土した。低脚杯は劣化激し

く調整はよくわからない。胎土中に砂粒を多く含んでいる。賓片は復元口径20．2cmを計る。

口縁部は内外面とも構ナデ、胴部内面に箆削り調整を施している。

Sl－19

SI－16より北に20mほどの標高28m前後の堤廻遺跡の北端に位置する。SI－16

第37図　SI－16遺構図
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第38図　SI－17遺構図

より10m程高く、SI－17からは1．8m低所にある。I、Jトレンチを調査中に確認し

たものである。住居跡を区画する落ち込みは、東辺で5mあり、直角に折れて南辺となり

4m程でIトレンチに至り終わる。西辺はこのトレンチの調査中に削平された。北辺は急

な斜面となっており、流失したものと考えられる。この落ち込みの内側に「コ」の字状に

幅25cm、深さ10cm前後の内溝が掘られていた。柱穴状の遺構は南西隅と内溝の東辺中央部

の内側で、それぞれ1個づつ検出された。

遺物は、住居跡床面上にはぼ平均して散布していたが、いずれも細片であり、器種も不

明なものが多いが、婆片が大部分を占めるものと思われる。このうち実測可能であったも

のは、いずれも口縁部は外反し、端部は丸く仕上げている（5－5、12、15、73）。こ

のうち5－12は、口縁部にわずかに段を有している。調整は口縁内外面とも横ナデ、肩部

内面は箆削りを施している。口縁部と肩部の境を、内面から指頭により調整しているもの

もある（5－73）。須恵器は琢身片が1片出土している。口径10．8cm、器高4．7cmを測る。

口縁部は内伸し端部は強く外反する。口唇部はわずかに段を有するが、先端は鋭い。受部

はほぼ水平に張り出している。内外面とも横ナデにより調整するが、外部底面は構ナデの

後に回転箆削りを施している。（5－109）。
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SI－16より北西に22mほど、

SI－19からは真西に22mはど

のところにあり、高低差はSI－

16及びSI－19より5mほど

下位に位置する。東側で75cm～55

cmの掘り込みを「コ」の字状にもう

けているが、西側はなだらかな斜面

となっており、区域の確定は出来

なかった。この住居跡の四隅には径

20cmハ730cm、深さ30cnr～10cmの柱

穴状の遺構があり、この他に中央付

近でも穴の柱穴状の遺構が検出さ

れた。住居区域は、南北長7m、東

西長5．5mで、北側の柱穴間は2．2

m、南側の柱穴間は2．4m、南北

の東側の柱穴問は4．9mを計る。

遺物は、土師器賓、高塚、壷の

ほか、手づくねの小型土器が検出

された。5－38は単純口縁を有す

る婆片である。劣化激しく調整は

明瞭でないが、口縁部は内外面と

も横ナデ、肩部内面は箆削りにより

調整する。5－1は壷の口縁から胴

部上半部の破片である。外面は構

ナデ、内面体部は箆削りにより調

整したものと思われる。5－53は

高塚の破片と思われる。調整は不

明。5－66、67、68は所謂手づ

くね土器で、口径3．4cm～3．7cm、

器高2．25～3．4cmを計る。外面の
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第40図　SI－19遺構図

調整は不明であるが内面は手びねりによる調整痕がある。胎土はやや粗いが焼成は良好で

ある。

このSI－20付近は調査開始当初より、須恵器、土師器とも各層より多量に出土し

第5調査区中最も豊富な場所であった。地形上最も低地にある関係かもしれないが、所謂

土器溜まりの様相を呈し、特にSI－20の東側Fトレンチ付近と、SI－20に隣接し

た西側の緩斜面に集中している。

東側の土器溜まりに見られる遺物の中で実測復元可能であったものは、土師器聾片10

（5－4、8、9、13、16、18、21、22、36、42）と、壷の破片3（5－23、27、30）

高塚片3（5－40、41、52）、小型壷2（5－61、62）、須恵器杯身片1（5－92）

であった。土師器蛮片は口縁部にわずかに段を有するもの（5－8、16、21、22）と単純

口縁のもの（5－4、9、13、18、36、42）に分けられるが、いずれも内外面とも横ナデ

により調整している。壷は、口縁部内外面ともに段を有しているものと（5－23、30）、

単純口縁であるが口唇部を内側に折りまげているもの（5－27）がある。高塀は琢部と口

縁部との境に段を有するもの（5－40、41）と、大型で深い師部をもつもの（5－52）が

ある。段を有するもののうちの1個は内面に暗文状の箆磨きが施されている。（5－41）。
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第41図　SI－2　0遺構図
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調整はいずれも劣化が激しく不明であった。小型壷は、器高7cm前後で楕円形の胴部に外

反してのびる口縁部をもつ。須恵器杯身は口径11．2cm、器高5．4cmを計る（5－92）。口

縁は内傾し、口唇部は段を有し端部はやや丸い。受部は上外方に張り出している。調整は

回転箆削りを施すが、内面底部はさらに静止ナデにより調整する。

次に西側の土器溜まりにおいて出土した土器片のうち実測可能であったものは、土師器

婆片11、壷片3、高塚片6、竃片1、把手3（5－75、77、79）、器台片1、手づくね

土器2（5－69、70）、低脚琢1（5－57）、甑片2（5－72、73）、柑1（5－63）、

杯片1（5－71）、須恵器琢身4、杯蓋1、婆片2（5－95、110）、碗1（5－111）、

魅1（5－103）であった。土師器婆片は複合口縁の名残りのごとき段を有するものは1

片で（5－31）、他は外反してのび、端部は丸いもの（5－2、3、6、10、11、14、20、

26、33、34）である。いずれも口縁部内外面は横ナデ、体部内面は箆削りにより調整する。

口縁部と体部の境に指頭圧痕を有するものもある。（5－26、34）。壷は、かなり明瞭な複

合口縁を有するもの（5－24）と、体部から垂直に立ちあがる単純口縁のもの（5－28）

とがある。調整は表面の劣化が激しく判別しかねるが、口縁部は内外面ともパケ目、体部

内面は箆削りにより調整するもののようである。底部内面に指頭圧痕のあるものもある

（5－65）。高塀は、師部の形態がわかるものはなく、すべて球体部から脚部の破片であ

ったが、師部に段を持たないものと思われる（5－45、46、49）。脚部は細く、脚底部

に至り大きく開く。脚部は丸く仕上げる（5－43、45、46、49、55、56）。低脚杯は脚

底径6．4cmを計るもので、脚部は幅1cm前後で、上下に面とりを施している。師部、脚部

とも朱が付着している部分がある。5－39は、器台の一部と思われる。師部外面は箆磨き

簡部は横ナデにより調整している。手づくね土器は2個体出土した。5－70は口縁3・2cm、

器高2．6cmを計るもので、底部に径1cmの円孔を穿つ。須恵器杯身は、いずれも口縁は内

傾し、口唇部に弱い段を有し、端部は丸い。底部は箆削りにより調整する（5－88、91、

94、98）。杯蓋（5－90）は、口径12．8cm、器高4．9cmをはかるもので、休部は強い箆

削りにより調整、意図的に稜を作り、口縁部と体部を分けている。口唇部は段を有してい

る。碗（5－101）は、口径9．4cm、器高4．0cmを測る小型のもので、体部中央に波状文

を施すもの。底部外面に箆記号のどとき沈線がある。

小　結

以上のように、本調査区で確認された住居跡は4棟であった。SI－17以外では、住

居床面及び、その周囲から土師器、須恵器とも大量に発見され、器種も豊富であった。こ

の中で土師器賓、壷頬を見てみると、復合口縁の退化したものと、単純口縁のものだけで
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あり、いずれも須恵器を同伴している。須恵器杯身及び杯蓋は、口縁部は高く（1．5～2．5

cm）内傾し、口唇部に段を有するもので、これは山陰地方では古い形態に属するものであ

ろう。SI－17は遺構の残存状態も悪く、遺物の量も少ないことから、時期的な判断は

出来ないが、これらの出土状態から考え得るに、各住居跡は堤廻遺跡の比較的新しい時期

（Ⅲ期）に時期的差異なく築成されたもので、須恵器出現時期か、それよりやや下る時期

に営まれたものであろうと考えられる。
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（6）第6調査区

◆SI－01

立地　丘陵の西側斜面最上部に位置する。

遺構　斜面を上部に向けて平面「コ」の字型、断面三角形状に切断し平坦面を作り出し

たもの。平面積は10Iが。三方の壁の内、東壁は高さ62cm、長さ5．0m、北壁は長さ1．9

m、両壁は長さ1．85m、いずれも西端部は自然斜面とぶつかり消滅しており、貼床などで

床を延長していたのかどうかは分からなかった。壁の直下には幅15cm、深さ5cmほど

の周溝が廻るが＼西壁中央部分において長さ11cm程の区間は途切れる。床面の中央より

に主柱穴と思われるピットが2本ある。さらに、西側斜面にも2本確認され計4本を数え

た。それぞれの柱間寸法は東西方向が1．9m、南北方向が1．8mを計る。又、東壁中央部

には、他の用途に供されたものと思われるピットが2本東西方向に接して確認された。斜

面に穿たれたピットの内、北側のピット（P－1）の周囲には、南北幅工5m、東西幅

第45図　第6調査区遺構図
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1．35m、深さ0．54mの、底面が平坦な不定形の土壌（SK－01）が穿たれていたが、ピ

ットとの前後関係はよく分からなかった。

遺物　SI－01に関係する遺物は主として住居跡内の北東部に集中し、床面から30

cm上部までの褐色土層中に最も多く包含されていた。器種は須恵器大型腺上須恵器琢蓋

1個体及び同口縁破片、土師器長頸壷2、土師器高塚、滑石製臼玉2などである。

I表土　Ⅱ黄褐色土　Ⅲ暗褐色土　Ⅳ黒色土　Ⅴ暗褐色土

Ⅵ褐色粘性土　Ⅶ褐色砂質土
／　／

長頸壷

第46図　SI－01土器出土状況図
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第47図　SI－01遺構図
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6⊥01は須恵器の大型塩で第4層から出土。口径14．6cm、推定器高20．5cm、頚部径8．8cm

体部最大径20．3cmを計る。口縁部の調整はのみ刃状の断面で内側に段をもち、外面は、頚

部と口縁端部とのほぼ中間に鋭角の突帯を一条設け、その上下に沈線を施す。下の沈線と

頚部との間には5条～7条の櫛目条の波状文が2段にわたって施されている。又、頚部直

下にも非常に細かい沈線が2条回っている。体部最大径の直上には幅1．2cmの問にやはり

櫛臼状の文様が施され円孔は縦2cmを計り、横その他は不明である。その上下には幅1．5

～2mmの沈線を施してある。色調は淡黄白色をして焼成は脆い。6－02は杯蓋で、第5層か

ら出土。口径12．6cm、器高5．1cm、口縁端部は段を有し、のみ刃状を呈しながら垂直に立

仁一

1

1

1

1

6－06　6－07

二　二
1

圏こ薗　感虻題

第48図　SI－01出土遺物実測図

－73－



ち上がる。天井部は左回りの回転箆削り、胎土は密で、1～2mの砂粒を含む。焼成は堅

く灰白色を呈する。6－03は、土師器の賓の口縁部で口径23．2cm、申ほどが厚みlcⅢと分厚

くなる。調整は不明。6－04は長頸壷で住居跡内の奥壁ぎわに横倒しの状態で出土。第2層

の黄褐色土層に含まれていた。口径8．8cm、頚部径5．8cm、体部最大径13．8cm、底部は丸

底で、体部高9．3cm、長頚部高7．5cm、総高16．8cmを計る。体部の内、底部付近は外面横

方向のパケ目調整、それ以上は横方向のナデ調整を施す。底部中央部の厚みは1．5cmと分

厚い。頚部から口縁部にかけて外方に広がり口縁端部は丸い。口縁直下は横方向の刷毛目調

整を施す。体部外面と頚部～口縁部の内外面にかけて赤色顔料が塗布してある。さらに、

口縁と底部付近を除く外面にやや斜方向の直線となる暗文が施されており、頚部では格子

目となっているむ。線の間隔は7～8mmを計る。6－05は高杯で器高9．5cm、杯部は口径14cm、

高さ4．9cmを計り、全体として丸味を帯びた碗状で口縁は直立し、端部は丸い。口縁直下

の内面は構ナデ、外面は構パケの調整を施す。脚部は4．6cmと低く中位で直径3．2cmともっ

とも細くなり、脚端部で7．2cmを計る。脚部内面は最大2．3cmと浅いくり込みで脚端底部

は1．3～1．6cm幅で平担面を成す。外面には指頭圧痕が残り申半手ずくねという感が強い。

脚部外面と杯部内外面に赤色顔料を施す。住居跡内覆土の第5層中から出土。6－06は滑石

製有孔円板で直径5mm、厚み0．85～0．9玩皿、円孔は直径0．75～1mを計る。6－07は同じ

く有孔円板で、直径5m、厚み0．85～0．9皿、円孔は直径1皿を計る。

◆Sl－02

立地　SI－01から南西下14．5mの西斜面中間に位置する。

遺構　斜面を「コ」の字型に掘削して床面を形成する。東辺は南北長3．35m、高さ0．41

mを計る。北辺は1．0m、南辺は0．65mでそれぞれ斜面に接し自然消滅している。東壁中

途から西側斜面上方に向けて長さ0．5m、幅0．35mの溝が走り、さらにその最奥部にピッ

トが1本認められたが性格は不明。住居跡床面には柱穴と思われるピットは全く検出でき

なかった。

遺物　土器が覆土中や床面上部から集中的に出土した。器種には須恵器（蓋、有蓋高杯）

土師器では壷、聾、高塀がみられる。土師器が圧倒的に多い。

6－08は、須恵器の蓋であるこ第2層の黒色土層から出土。段付近で径12．2cmを計る。天

井部の中央と口縁端部を欠失し、残存高4．2cm。天井部は左回りのへラ削り調整を施し、

段の突帯は鋭くその直下はえぐれるような形で入いり込んでいる。端部はやや外方へ開く
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第49図　SI－02遺構図

ようである。須恵器片では他に有蓋高塀の破

片も出土しているがSI－04付近でも同一個

体の破片が出土しており、SI－04の項で説

明することとする。6－09は土師器高杯の接合

部である。接合部の径は3cmを計る。有段式

のもので杯部の中心で厚み1．3cm、接合部上

の厚み1．8cm、杯部の破片先端部の厚み0．6

cmを計る。胎土はやや粗で焼成は良。内外面

共に黄橙色を呈する。
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第50図　SI－02出土遺物実測図



◆Sl－03

立地　SI－02の西南下方にはば接して立地する。

遺溝　東辺にあたる壁は、2．75mはど南でやや角度を南に変えさらに3．5m続いている。

この角度を変えたあたりから浅い周溝がめぐっている。南辺については確認出来なかった

が北辺についてはほぼ直角に2．5m折れ曲がっており東辺から北辺の角付近を中心に長さ

第51図　SI－03遺構図
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2．4m、幅20cm、深さ6cmの周溝が認められた。東辺はあわせて6．25m　以上になりこ

れで1軒分の壁とするとやや長すぎる感があり途中で角度が変わっていることを考慮に入

れると案外2つの住居跡が重なっていたかあるいは南へ拡張した結果かも知れない。ピッ

トは2本ありその柱間距離は約3．4mを計る。北側のピット内からは須恵器の蓋の破片が

落ち込んでいた。

遺物　住居跡内の床面近くや住居跡西方周辺から多く出土した。土器類には須恵器の杯

身、土師器では、壷、賓、高塚がみられる。

6－10は、P Ol内から出土。底部を欠く杯身である。口径10．3cm、残存高3．4cmを計る。

受部は丸味を帯び殆んど水平方向に短かくのびる。口縁部は内反しながら傾き、端部は無

段で丸味を帯びる。底部外面は、右回りの回転箆削りを施す。6－11は、杯身で底部中央を欠

∴∴∴二、こ．
6－24

「‾‾U

＼！　　二　二＼＼

6－21

貰　藍
6－18　　　　　6－19

．刀二、1好′
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0　　　　　　10cm
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第52図　SI－03出土遺物実測図
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く。口径11cm、残存高4．3cmを計る。受け部は外上方へのび、口縁部はほぼ直線状に内

傾する。端部は平担面を斜めに形成している。底部は、右回りの回転箆削り調整を施す。

6－12は、琢身で、口縁端部と底部中央を欠く。受け部径11．7cm、推定口径9．4cm、推定

器高4．1cmを計る。杯部は、厚み0．5～0．9cmと分厚く、受け部は水平方向に短かくのび

る。推定される全体の器形は、口縁が低く、直径に比べて深さが深すぎることである。底

部外面は、右回りの回転箆削り調整を施している。

土師器では、まず6－13～6－15が複合口縁が退化した型式のものである。6－13は、口径

17・5cmを計る云肩部より日録部にかけては「く」の字形をなし、口縁部外面に丸味を帯び

たかすかな稜をもち、白線端部は平坦である。肩部内面はへラ削り、肩部外面はパケ目調

整後横ナデを施す。他は構ナデ調整。胎土には0．5～1mの白色砂粒を含み、焼成はふつ

う。赤褐色を呈する。6－14は、口径20cm、口縁部外面に段をっくる。口縁部外面は桟ナデ

調整を施す。胎土はやや密で焼成は良好。内外面とも黄橙色を呈する。6－15は、口径13．6

cmを計り、口縁部内外面に段を設ける。内外面共に槙ナデ調整を施す。次に6－16～6－20

までは、単純口縁の壷の－型式である。6－16は、口径15cm、口縁部は外上方に内攣気味にのび

る。6－17は口径14cm口縁部は直線状に開く。6－21は壷の頚部から体部の肩部にかけての破片

で肩部内面は斜め下から上へ向けたへラ削り調整、外面は斜め方向の刷毛目調整を施す。

6－22～6－27は高塀の破片である。6－22は師部に稜をもつ式のものでその部分で直径

13．3cmを計る。脚部との接合部付近が水平方向になることが特徴である。6－23、6－24

は脚端部がくの字状に折れ曲って開くものだが、6－25はラッパ状にカーブして開くもの

である。6－27は、杯部内面が平坦でなくすりばち状に凹んでいることや脚部もすぐに開

いていることから高塚というより、小型台付の深鉢とでもいうべきものである。

◆SI－0　4

立地　丘陵西斜面の最下位にあり、SI－03から北西に6．5m降りたところである。

遺構　東辺4m、北辺1・7m、南辺2．0mを遺存する。北辺と南辺は西部に向けて自然斜面

となっている。残存面積は約8Iが、東壁の外周には排水施設と思われる溝が北部では1

条、中央部から南部にむけては2条に分けて設けられている。北部の溝はさらに別の溝に

一段下がって続くようである。ピットは17本あったが主柱穴と思われるピットは不明であ

る。深さ、形状、間隔等いずれも不均一でにわかに断定し難い。とりわけPlは東壁の下

部にもぐり込む断面であり通常のピットと形状が違う。又、SK－01は墳底から臼玉1
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個を検出するなど特異な土壌である。住居内の溝は、南壁直下に幅10。皿、深さ5。mの

周溝がめぐりそれは東壁に沿って折れ曲がりPlに到達して終わっている。一方、北壁の

一部0・7mの区間にもあり、幅12cm、深さ5．5cmを計る。住居跡の北側には幅0．6mの

平坦部があり西側は自然斜面となっているが土器はかなり包含されていた。ここに別の住

居跡があったのか、あるいは道に当たる部分なのかいずれとも決し難い。

第53図　SI－04土器出土状況平面図

遺物　須恵器、土師器、滑石製臼玉、付近から砥石、碧玉製稟玉の半製品が出土してい

る。須恵器は、有蓋高塀6－28が1個体ある。破片はSI－02周辺からも出土しており原位

置は不明。口径10．6cm、接合部径4．8cm、脚端部径8．8cm、器高9．9cmを計る。杯部は深

さ4・8cmと深く、受け部は外上方に5mmほど突き出る。立ち上がりは、やや内傾するも高

さ2cmと非常に高く、端部は有段式で分厚くなる。脚部は長方形の透しを三方一段に設け

端部は逆に内側に反り気味で直立する。土師器は、壷、蜜、椀、台付椀がある。壷、蜜に

は複合口縁の退化したもの6－29～6－31と単純口縁のもの6－32～6－41がある。6－30は口径19．2

cmを計り、口縁直下で9．5mmと分厚くなる。6－29と6－31は、口縁部が頚部から－度外反するが、

上半部では内反しほぼ直立するもの。6－29の口径は17cmを計る。6－33は、口径16cmを計り頚部以

下の内面はへラ削り、口縁部内外面は横ナデ調整を施す。6－32は、口径14．7cmを計り、「く」の

字状の頚部より口縁部は外反しつつ端部に至る。端部は丸く、肩部は直線状に下がってい

る。頚部内面に指頭圧痕があり、体部外面はパケ目調整、口縁部は内外面共に横ナデ。頸
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部内面以下はへラ削り調整を施す。6－42は、台付腕である。師部高さ6cm、口径12．4cm、

接合部径5．6cm、台の遺存高は3．2cmを計る。6－43、6－44は、梶である。底部は6－

43は丸底だが6－44は直径3．6cmの範囲が平坦となっている。口縁部は6－43ではほぼ直

立するようである。6－45～6－53は、高塚である。師部は6－45、6－46のように段を

設けるもの、6－47のように段が形骸化したもの、6－48のように碗状になるものの3態

に分かれる。6－49～6－53は脚部でいずれも脚端部が「く」の字状に折れ曲っていく式

のものである。滑石製臼玉は、住居跡内から3点出土した。6－54は、東壁近くの床面上

第54図　SI－04遺構図
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第55図　SI－04出土遺物実測図
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から出土。直径4．5

mm、厚みは0．8mmと

うすい。円孔は直径

1mmを計る。6－55

は、直径5m、厚み

3mm、円孔は直径1

mm強、SK Ol内底

面から出土。6－56

は直径5．5mm、厚み

3．5mm、円孔の直径

1．5皿を計る。東壁

近くの床面上2cmの

覆土から出土。碧

玉製の稟玉末製品は

住居跡の北側D4区

の第2層である暗褐

色土層から出土。長

さ2．3cm、厚みは中

央部で工3cm、図の

左側面で0，9×1．2

cm、右側面で1．0×

1．2cmを計る。中央

部がふくらむので稟

玉でよいだろう。右

側面から直径3mの

円孔を穿っているが、

奥行6．5mまでで止

まっている。又、表

面は9面取りが施し

てあるので研磨又は

せん孔の過程で中断



『　、、
6－59

j
I

I

堅≧こ⊃
6－66

柑

二l一㌦一一

10cm

忘忘表忘表孟

第57図　第6区出土遺物より（その他）

第58図　SK－01、02実測図
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された状態である。6－58は、砥石である。硬い砂岩質で淡灰色。2面に使用痕が残る。

厚みは8．8cmを計る。住居外の東側斜面溝中から出土。

SK O　瑠　2段の土壌で上端幅76×68cm、　総高28cm、2段目の上端幅　43×26

cm、深さ9cmを計る。

SK O2　SKOlに隣接する土壌で内部は広がり胴張りとなる。上端幅56×80cm、

深さ38．5cm、胴張部分の最大径73×126cmを計る。内部の堆積土は黒褐色土で、中途に

板状の炭化材が確認された。貯蔵穴と思われる。

SD O瑠　SII－04から南へ4m離れてある。東西方向つまり斜面に直交する方向に

細長く掘ってあり、確認した長さは3．8m。幅60～80cm。　深さは溝の始まりから徐々

に増して中間に段を設けているがその段の上端で10cm、段の下端で20cmを計る。SI－0

2、03付近の水を集めて、下の耕地に排水する溝であろう。。

第59図　SD－01実測図
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堤廻古墳推定地

第6区調査区の西隣りの丘陵は、北方へ突き出ており、その実端部は、やや小高くなっ

ていた。特に南部においては、長さ約5mにわたって高さ20～30cmの低い段が認められ

た。こうした地形上の特徴から、この突端部には∵辺約10cm前後、高さ50cm近くの方形

境があるものと思われた。

そこで、これを4分割して掘り進めたが、表土下10～20cmで黄色～明褐色の軟砂岩の

地盤となり、何ら遺構、遺物は認められなかった。

第60図　堤廻古墳推定地調査前地形測量図
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土器観察表（本文説明のものを除く）

土　 器
番　 号

器　 種 法　 量 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎　　 土 焼　 成 色　　 調

1 － 3 蛮

土師器

口　 径 くの字形に開 く目線 休部内面に指頭圧痕 1 m皿までの 良　 好 表
16cm 部をもつ 及びへラ削り。 白粒砂を少 黄橙色

出土地
不　 明

口線内外面にヨコナ
デ。
体部外面にパケ目。

量含む
密

裏
橙　 色

1－ 4

第 1群

蛮

土師器

口　 径 口縁外面に段を有し 内外面ともヨコナデ 1～ 4 mm の 良　 好 淡　 黄
14．8cm

l

器厚が厚い。 砂粒を少量
含む
密

橙　 色

1－ 5

第 2群

蛮

土師器

口 ．径 口縁端部が肥厚し、 口縁部内外面ともヨ 密 良　 好 橙　 色
19．4cm 外面につまみ出して
稜線をなす。

コナデ。体部内面へ
ラ削り。

1 － 6

第 1群

一＝量ご蟹

土師器

口　 径 休部から内攣して外 体部内面へラ削り。 1～ 3 m皿の 良　 好 淡赤橙色
12．2cm 上方へ開いて口縁端 口縁内面はヨコ方向 白粒砂を含
部にいたる。 のパケ目の後、ヨコ

ナデ。
口縁外面はタテ方向
のパケ目の後、ヨコ
ナデ。

む。
密

1 －7

荒　 掘

蛮

土師器

口　 径 肩部から口縁にかけ 口縁部内外面ともヨ やや密 良　 好 橙　 色
17．0cm てやや外反 しながら

のびた後、外上方に
短 くのび端部に至る。

コナデ。
休部外面パケ目、内
面はへラ削り。

1 －8

荒　 掘

蛮

土師器

口　 径 肩部か ら目線部にか ロ縁内面から外面に 密 良　 好 褐　 色
18．4cm けわずかに外反しな
がらのびた後、くの
字に開く。
口縁部はやや肥厚す
る。

かけてヨコナデ。
休部内面へラ削り。

1 －9

第 1群

低脚琢 底部径 均都 からやや内攣し 琢部内面から外面全 1～ 2 mmの 良　 好 黄橙色
脚　 部

土師器

5．2 cm ながら下った後、ハ 体にかけてナデ。 砂粒を少量
の字状に開く。 脚部内面に指頭圧痕 含む
脚部内面は、やや凹
状になっている。

が残る。

1－10 琢 口　 径
18．0cm
底部か らやや外反し
ながら構上方へのび、
口縁付近で上方にた
ちあがった後、やや
内向して端部へ至る。

調整不明 1～ 3 mm ま
での白粒砂
を少量含む。

良　 好 橙　 色
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土　 器
番　 号
器　 種 法　 量 形 態 の特徴 手法 の特徴 胎　　 土 焼　 成 色　　 調

1－11 高台付 底部径 やや外反しながら下 底部外面高台付着後 密 良　 好 赤褐色
杯

土師器

4．4 cm り、高台部分で内攣
し底部端部に至る。

構ナデ。
その他不明

1－12

F 5 区

甑 断面径 先端の丸い筒状の把 把手部分全体をへラ 密 良　 好 淡橙色
把　 手

土師器

3．5 cm 手を休部外面接合す
る。

状工具により形を整
える。
把手から体部に至る
部分にタテ方向のパ
ケ目が残る。
内面はへラ削り。

1－13 甑

土師器

口　 径 やや外反しながらな 休部外面タテ方向の 1～2 mmの 良　 好 淡黄色
26．6cm なめ上方にのび、体 パケ目。口縁部外面 砂粒をやや
部中央付近から上方 パケ目後、ナデ。口 多く含む。
向にたちあがり、口
縁部にてわずかに外
方へとそる。

縁部内面ヨコ方向の
パケ目。内面目線以
下はたて方向 （下→
上）のへラ削り。

密

1－14 スクレ
イノヾ－
状

黒曜石

全　 長
5．3′cm
幅
4．1 cm

一部に刃部が認めら
れる。

1－15

出土地
不　 明

琢　 蓋

須恵器

口　 径 口縁部はほぼ垂直に 天井部外面回転へラ 1～ 2 mmの 良好に 外面
13 cm 下り、端部は凹面を 削り。 白粒砂を多 して堅 濃青灰色
残存高
3．5 cm
なす。 その他は一定方向の

ナデ。
ロクロ回転時計回り。

く含む。 微 内面
青灰色
断面
セピア色

1二16

荒掘中

琢　 身

須恵器

残存高 受部は横方向にのび、外面底部抜回転へラ 白粒砂を多 軟質な 白灰色
3．5 cm 端部は鈍い。 削り。

内面底部横ナデ後、
指おさえ。
その他横ナデ。

く含む。 焼き

1－17

出土地
不　 明

薗　 ？

須恵器

胴部最
大径
胴部は倒卵形を呈す。甥 鍍 誓7 条以上 1～ 2mmの

白色砂粒を
良　 好 内外面
黒灰色

10．2cm 内外面とも横ナデ。 含む。 断面
セピア色

1－19

SP－01

蛮

土師器

口　 径 球状の胴部に退化し 胴部外面パケ目、内 密 良　 好 乳白色
14．8cm た二重口縁を有す。 面ヨコへラ削り。

その他ヨコナデ。
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土　 器
番　 号 器　 種 法　 量 形 態 の特 徴 手法 の特徴 胎　　 土 焼　 成 色　　 調

1－20

SP－01

土　 錘

土師質

長　 さ 口径0．6 cmの穿孔を 外面をへラ状工具で 密 良　 好 黄白色
3．7 cm
径
2．5～
2．3 cm

通す。 成型

1－12

S P－01

壷又は
蛮底部
残存高
6．8 cm

t

底部丸底。 外面にパケ目痕跡。
内面指ナデ及び指頭
圧痕。

やや粗 良　 好 外面
暗褐色
内面
褐　 色

2－81

S I－08

覆　 土

士蟹 口’径
22 cm
頚部はやや逆 「コ」
の字形に屈曲して複
合口縁部に至る。
口縁部は鈍い稜をな
し外反してのびる。
口縁端部はやや丸い。
口縁部内面に明瞭な
段をもっている。

不　 明 0．5～ 1．5
皿までの白
色砂粒を少
量含む。

良　 好 黄橙色

2－82

S I－06
p i t 内

低脚土不 口　 径 碗形の杯部に、外反 琢部底部ナデ。 密 良　 好 淡橙色
9．6cm して　 下　 へとのび 脚昌内面ナデ。
器　 高
6．6 cm
る脚部をつける。 その他不明。

全体に赤色顔料付着b

2－83 高　 塚 ほぼまっすぐ下方ン＼ 外面不明。 密 良　 好 橙　 色
脚　 部 下った後、裾部にて

大きく外方へ開く。
内面しぼり痕を残す
他は不明。

6－59

S I－04
覆　 土

蛮 14．0cm くの字状口縁を有すら口縁部内外面ヨコナ
デ。
休部外面パケ目、内
面へラ削り。

やや密 良　 好 褐　 色

6－60

S I－04
覆　 土

婆 ・不　 明 複合口縁の退化した
もの。

口縁部内外面ともヨ
コナデ。
休部内面へラ削り。

密 良　 好 橙　 色

6－61

S I－04
覆　 土

婆 不　 明 くの字口縁を有し、 口縁部内外面ヨコナ 密 良　 好 外面
器厚はうすい。 デ。

体部内面へラ削り。
外面不明。

淡橙色
内面
黒褐色
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土　 器
番　 号 器　 種

法　 量 形態 の特徴 手 法の特 徴 胎　　 土 焼　 成 色　　 調

6－62

6　 区
表　 掘

高　 塚
脚　 部

やや内攣しながら下
る。

不　 明 やや密 良　 好 黄橙色

6－63

S I－04
覆　 土

高　 塚 琢部は直線的に下り、
脚部でややすぼまっ
た後、広がりながら
下る。

師部内外面ナデ。
脚部外面へラ削り。
内面ナデ。

やや密 やや良 橙　 色

6－64

S I－04
覆　 土

高　 塚
琳　 部
接合部
径
12．2cm

外面の段は退化し、
稜線を残すにとどま
る。

不　 明 やや密 良　 好 黄橙色

6－66 高　 塚
脚　 部
底部径
16．6cm
裾部で大きく外方へ
と開く。

不　 明 密 良　 好 橙　 色

6－67

S I－01
覆　 土

杯 口　 径
11．8cm
器　 高
5．3 cm

椀形を呈する。 外面パケ目。
内面不明。

密 良　 好 橙　 色

6－68 琢　 身
l不 明 杯部は残く、受部の

たちあがりは内傾し、
底部外面回転へラ削
り。

密 良　 好 黒青灰色

D －3区
斜面最
下部

短い。 内面ナデ。
その他は回転ナデ。

T
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Ⅳ　　出土遺物の検討

1．土師器について

（吊　は　じ　めに

堤廻遺跡では21棟の竪穴式住居と2棟の掘立柱建物を検出しているが、各住居跡からの

出土遺物は、全体量に比べてわずかであった。出土した土器の大半が破片であり、又、風

化の為に剥離が激しく、調整不明のものが多かったので、良好な資料とは言い難い。従っ

て実測可能なものも少なく、全体量の19％程度であった。その中で、各器種を形態の特徴

などから細分を行い、説明をする事にした。

なお、記述が不十分なものは器面の残存状態が不良で観察が十分に出来なかったもので

ある。又、本遺跡出土土器の編年的位置についてであるが、県内において住居跡の調査例

は数少なく、その中で、本遺跡と同時期頃の土器も比較的出土例が少ないものである為、

貴重な資料になりうると思われる。

本遺跡出土の古式土師器が現在島根県内において提示されている土器編年の中で、どの

ような位置を占めているのか、第2、第3調査区出土の土器を住居跡の切り合い関係など

から、編年的序列を行い若干の検討を試みたいと思う。

（2）器種構成

器形では、蛮形土器、壷形土器、高杯、小型丸底壷、低脚杯、鼓形器台、手づくね土器、

甑などがあるが、総点数約1，500個体中、賓形土器が53％、高杯が36％であり、蜜形土器

と高杯で大半を占めている。

（整形土器）

複合口縁土器が22．5％、単純日録土器が77．5％を占めている。複合口縁土器をA、単純

口縁土器をBとして分類し、またそれぞれ細分した。

㊥聾Al　口縁部は外傾してのび、口縁端部は平坦面をもつ。また、内面に肥厚したものが

ある。屈曲部の稜は小さく鈍くなっている。口線内外面は槙ナデされ、体部内面は箆削り

が施されている。

㊨聾A2　日縁部は直立してのび、口縁端部は外面に肥厚してやや内偵する平坦面をもつ。

屈曲部の稜は頚部と口縁端部の中間に位置し、断面厚く鈍いものになっている。口線内外

面は槙ナデされ、体部外面パケ目、内面箆削りが施される。

㊥蛮風3　日縁部は短くなり外傾するものと、直立ぎみにのびるものがある。口縁端部は平
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坦面をもつものと、丸味をおびるものがあり、屈曲部の稜は鈍く、段に近い形態になる。

口線内外面は槙ナデされ、頚部内面にパケ目及び指頭圧痕がある。

㊥蛮A4　賓A2がさらに退化したような形態であり、口縁部は鈍く外傾してのび、口縁

端部は丸い。屈曲部の稜は鈍く、稜と口縁部の境に溝状の凹線がめぐっている。口線内外面は

横ナデされ、体部外面パケ目、内面箆削りが施されている。

㊥聾Bl　口縁部は頚部から「く」の字状に外傾した後、内攣ぎみにのびる。端部は内面

に肥厚するものがある。口線内外面横ナデ、体部内面箆削りが施される。

㊥蛮B2　口縁部は外傾してのび、端部は丸い。

㊥聾B3　口縁部は外反してのび、胴部は長胴形をなすものである。

（壷形土器）

壷形土器と明瞭に判断出来るものは少ないが、4タイプに区分出来る。

壷風　口縁部は外傾してのび、口縁端部は平坦面をもつものと、内面に肥厚したものが

ある。屈曲部の稜はやや鈍くなっている。口縁内外面は槙ナデされ、体部内面は箆削りが

施されている。

壷B　口縁部はやや短く、ぜ内傾ぎみにのびるものと、直立ぎみにのびるものがあり、白

線端部は外側に肥厚して平担面をもつ。屈曲部の稜はやや鈍く厚めになっている。

壷C　口縁部は長く外傾ぎみにのびる。口縁端部はやや肥厚している。

壷D　口縁部は外反してのび、口縁端部近くでさらに外反する。端部は平坦面をもつも

のと、丸ぐなっているものがある。

（高ま不形土器）

整形土器に次いで出土数が多いが、完形品はなく、杯部のみや脚部のみ残存しているも

のが多いので、杯部の形態によって類別した。杯部に稜をもつものをA、稜のかわりに段

をなすものをB、稜のないものをCとし、さらにAとCは細分した。

高年Al　杯底部と口縁部の境に下向きのタガ状の稜を付すものである。口縁部は内攣

ぎみにのび、端部は丸味をおびている。

高年A2　杯底部と口縁部の境に横方向に突出する。やや鈍い稜をもつものである。口

縁部は稜から外上方にまっすぐのびるもので端部は丸い。

高年白　球底部と日録部の境の稜が段をなすものであり、口縁部は底部との境から外傾し

てのびるもので端部は丸い。

高隼C「：師部は椀形をなすものであり、口縁部は内攣してのび、端部は丸い。（内面

のへラ磨きが暗文状をなすものがある）
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高隼C2　日縁部は内攣してのびた後、外反して端部に至るものである。

（低脚ま不）

50個体出土しているが、住居跡関係で実測できたものは20個体であり、脚部のみのもの

が多かった。2種に区分できる。

低脚隼A　堵部は浅く口縁部も大きく広がる。脚部は低く径も小さい。

低脚隼B　埠部はやや深くなり、口縁部はあまり広がらない。脚部はやや高くなり、径

も日録部と同じくらいに大きくなる。

（小型丸底壷）1

第3、4、5調査区から出土している。体部は球形をなし、口縁部は小さく外反してた

ちあがり体部の高さと同じ程度のびている。口径は体部最大径よりも広がるものと、それ

より小さいものがある。

（鼓形器台）

第2調査区から大半が出土している。口縁部を欠くものと脚部を欠くものがあり完形品

は無かった。口縁部、脚部とも大きく外反しながら開き、簡部は縮少している。脚部内面

に横方向のへラ削りが施され、外面はヨコナデされている。

（亭捏土器）

大半が第5調査区のものである。すべて指オサ工によって成形されており、器壁も厚く

大きいものと小さいものがある。

以上のように各器種を形態によって細分し概要を述べたが、この中で特徴的なことは、

整形土器に次いで高塀の占める割合が高いことである。また高杯の中でも赤色顔料付着の

ものが比較的多く出土している事が注目される。
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第　瑠　表　器種構成表
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（3）堤廻遺跡出土土師器の編年的位置について
注1

島根県内において、山本清氏の鍵尾土墳墓群の調査以来、数々の古式土師器研究が進み弥

生終末期の土器から古式須恵器が出現するまでの土師器について、九重式→鍵尾I式（的
注2

場式）→鍵尾Ⅱ式→小谷式→大東式という編年がなされている。これらの編年も細かく見
注3

れば不明瞭な点も多く、それ故、藤田憲司氏による鍵尾式の再検討や、赤沢秀則氏や房宗
注4

寿雄民らの編年案など、従来の編年を整理しなおそうとする試みもなされている。しかし

ながら、これらの試みは弥生終末期から小谷式までのものであり、須恵器出現直前頃のも
注5

のについては、現段階では整理がなされておらず、鳥取県の青木遺跡などの編年案にたよ

るしかない。県内において須恵器出現前後の時期にあたるのが、従来大東式と呼ばれてい

るものであり、堤廻遺跡出土の土器もこの時期にあたる。しかし、この大東式においては

確証がない為に本遺跡の土器を検討するにあたって堤廻遺跡内での編年を試みることにし

た。住居跡内からの遺物出土状況を見ると、土師器のみを出土するものと須恵器を共伴す

るものがあることから須恵器の有無に着目して須恵器出現以前の時期と須恵器出現後のも

のに分けることができる。また、さらに細かく見ると、須恵器出現以前の土師器もその形

態の特徴から2時期に細分でき、1つはSI－08、21に見られる複合口縁のしっかり

したものと、もう1つはSI－11、12などの複合口縁の退化したものである。このよ

うな特徴から、堤廻遺跡出土の土師器をⅢ期区分してその内容を述べてみたい。

（堤廻I期）

SI－08、21出土の土器を標式とするもので、須恵器は見られず複合口縁がしっか

りとしている時期である。蜜は複合口縁のものAlと少数であるが単純口縁のBlがあり、

口縁部は外傾してのび、口縁端部は畿内布留式の影響を受けたものが現れ、端部が肥厚し

て内に折り込むものが見られる。単純口縁のものも口縁部の形態が異なる以外は、複合口

縁のものとあまり差異は認められない。器壁も比較的薄く仕上げられている。壷形土器は

A、Bがあり、Aは白線部が外反しており、Bは内傾ぎみにのびている。高杯は、杯部に

稜をもつAl、A2がある。Alについては出土位置が不明瞭であるが、青木遺跡のHS
注6

Ⅹ10から出土している高杯に類似していることから、この時期と考えられる。低脚杯は

Aがあり、杯部が浅く白線部は大きく広がっているのが特徴である。鼓形器台は筒部が短

縮して上台、脚台共に大きく広がっている。このような特徴をもつ土器は、出雲市の山持
注7　　　　　　　　　　　　　　　　注8

川川岸遺跡や、飯石郡三刀屋町の松本1号墳などから出土しており、従来の編年で言うと

ころの小谷式に含まれるものである。

（堤廻Ⅱ期）
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SI－11、12出土の土器を標式とするもので、複合口縁がI期のものに比べて鈍く

退化しており、須恵器はまだ見られず複合口縁の終末形態を示しているものである。婆は

複合口縁のA2、A3、A4と単純口縁のBlとB2がある。A2、A3ともに口縁部が

短くなっており、胴部は欠くが口径に対して胴径は大きくなるものと思われる。A4はA

2がさらに退化したような形態をもち、複合日録と単純白線の折衷的な様相を呈している。

またI期のものが、まだ薄手のものが多かったのに対し、この時期になると厚くなってい

る。壷はCが見られる。高塀は杯部の稜が退化して段をなすBと椀形の杯部をもつClが

ある。鼓形器台は、工期のものよりさらに簡部が縮まっている。これらの特徴をもつ土器
注9　　　　　　　　百三10

は八束郡宍道町の矢頭遺跡や松江市東津田町の勝負遺跡などからも出土している。

（堤廻Ⅲ期）

SI O6、13出土の土器を標式とするもので、須恵器を共伴している。賓は複合口縁

が完全に消え、B2に代表される単純口縁のものだけになりB3のような肩もあまりはら

ず長胴形になるものがある。壷はDがある。高杯はCl、C2の稜をもたないものが多く

なっており、脚部は丁寧な調整がなされず断面は厚い。低脚杯はBがありI期のものに比

べて杯部が小さくなり脚部もやや高く径も大きくなっている。鼓形器台は見られなくなり

椀形土器が多くなっている。

このような編年を試みたが、土器の形式変化は連続的で時間的にも短期間と考えられ、

Ⅱ期では前段階の要素を受け継いでいるもののⅢ期では須恵器の出現に伴い、I期のもつ

要素は見られなくなる。すなわち複合口縁の盛行一退化一消失という変遷過程がうかがえ

る。I期は従来の編年の小谷式に属するものでありSI－07、08、21がこれに相当す

る。Ⅱ期は須恵器出現以前の時期であり、従来の編年に当てるとすれば、大東式の範疇に

含まれるものである。しかし、大東式の頃にはすでに古式の須恵器が出現しているとの見
注11
解もあり、Ⅲ期のものと同時期のものとして取り扱ってもさしつかえないかも知れないが

本遺跡では須恵器を共伴している事以外に複合口縁土器がなくなり単純口縁のものだけに

なっている事に着目してⅡ期とⅢ期に区分した。須恵器出現に伴なって複合口縁が姿を消
注12

し単純口縁のものだけになると断定する事は出来ないが、鳥取県米子市青木遺跡の報告を

見ると、古式の須恵器と共伴する土師器には複合口縁は見られず単純口縁のものだけに

なっており、本遺跡においても同様な事がうかがえる。この事から一応須恵器出現期には
注13

複合口縁土器はなくなり単純口縁のものだけになるものとしたい。また構田町渋谷遺跡の

A3号住居跡出土の土器を見ると、単純日録のものだけであるが、須恵器が共伴しておら
注14

ず堤廻のⅡ期とⅢ期の中間をなすものであろうか。しかし鳥取県大栄町の上程遺跡や倉吉
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注15
市の服部遺跡では複合口縁土器と須恵器が共伴しているという事実（？）もあるので一概

にそうとも言えないかも知れないが、この事は時代性や地域性、製作者◎使用者の性格な

ども考慮しながら取り組んでいかなければならない問題であろう。

（4）ま　と　め

以上、堤廻遺跡出土土器を器種構成と編年的位置に分けて述べてみたが、それぞれ数多

くの問題点を残していることは言うまでもなく、その中で赤色顔料付着土師器、とくに高

塀が多く出土していることの意味と編年案の問題点について簡単にふれてまとめとしたい。

高杯は供献用土器と言われており、それに赤色顔料を施すことは祭器として使用されたも

のであろうか。これらの赤色顔料付着土器が古墳から出土する事も多いので祭祀用の土器
注16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注17

と考えられてい，るが、この時期の住居跡から出土することも一般的になっている。従って

古墳から出土する例があるとはいえ、すべてのものを祭祀用としてかたづける事は出来な

いであろう。祭祀に関するものでないとすれば防水等の土師器のもつ欠陥を補う技術であ
注18

ったとも考えられるが、明らかではない。しかし赤色顔料付着土器の他に祭祀と関係の深

い手軽土器が出土している事から見ると、何らかの祭祀に使用されたものと考える方が妥

当であるかもしれない。手軽土器については、非実用品として日常から切り離された行為、
注遁

すべてに用いられた祭祀具であるとされ、一般に手捏土器が出土すると祭祀遺跡と言われ
注20

ている。島根県内における手捏土器の出土例は第4表のとおりである。この内、落子遺跡
注21

は「むすび山」又は「向歯無山」兵庫遺跡は「愛宕山」を神奈備的な山として信仰の対象

としたのではないかと考えられている。才ノ峠遺品ヲその名の示すとおり峠信仰に関係
ふじきみのたけのやせ　　　とぷひ

があるかも知れない。本遺跡の場合は東方に嵩山（風土記にいう『布目椒見嵩山』で蜂の

の施設があった。）が見え、あるいはこの山を信仰の対象としていたのかも知れない。し

かしながら手軽土器についてはSエー20付近から多く出土しているが、赤色顔料付着土

器は各住居跡から出土しており、この事から一部に集中して行われたものではなく、個別

住居の祭祀というものが推測できるのではないだろうか。これらの事は、SI－16の床

面上で発見された勾玉と同様、今後生活の中での祭祀形態の検討が必要であろう。

次に堤廻遺跡出土土師器の編年案についてであるが、編年をするにあたり資料として使

用した土器が少なく堤廻I期～Ⅲ期の土器を詳細に観祭の検討することができなかった。

Ⅱ期のものについては須恵器出現直前頃のものとして複合口縁の退化しているものを一括

しているが、整形土器を詳細に観察してみると、A4はA2がさらに退化したような様相

を示しており、A4とA2の間には多少の時期差が認められるのではないかと思われる。

この事からⅡ期はもう一段階細分できるかも知れないが、現時点では細分までに至らなか
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った。Ⅲ期については、須恵器を中心に細分を試みることができると思われるが、住居跡

床面上から出土したものがほとんど無く、良好な資料がない為に、須恵器自体の編年は可

能であったとしても住居跡の時期的序列を考える上では不適当と患われる。従ってⅢ期を

細分することは出来なかった。県内における住居跡での須恵器出現前後の土器様相が不明

瞭な現段階において、本遺跡出土の土器群が貴重な資料の1つになる事は確かであろう。

また、今後住居跡の調査例やこの時期の良好な資料が増加して研究が進むことを期待する

ものである。

注1　山本清「山陰の土師器」『山陰古墳文化の研究』1971年

内田才、東森市良、近藤正「島根県安来平野における土墳墓」上代文化361966年

注2　前島己基、松本岩雄「結語」『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ』

島根県教育委員会1977年

前島己基、松本岩雄「島根県神原神社古墳出土の土器一土器型式にみるその編年的位置について－

『考古学雑誌』第62巻第3号　昭和51年

注3　藤田憲司「山陰『鍵尾式』の再検討とその併行関係」『考古学雑誌』64－41979年

注4　赤沢秀則「出雲地方古墳出現前後の土器編年試案」『松江考古』第6号　松江考古学談話会

1985年

房宗寿雄「山陰地域における古墳形成期の様相」『島根考古学会誌1号』

注5　青木遺跡発掘調査団『青木遺跡発掘調査報告書Ⅲ』1978年

注6　注5と同じ

注7　川上稔、赤沢秀則「出雲山持川川岸遺跡」『島根県埋蔵文化財調査報告書Ⅶ』1981年

注8　島根県教育委員会『松本古墳発掘調査報告』1963年

注9　宍道町教育委員会『清水谷遺跡◎矢頭遺跡発掘調査報告書』1985年

注10　島根県教育委員会「勝負遺跡」『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』

昭和58年

注11注2と同じ

注12　注5と同じ

注13　横田町教育委員会『沢田宅裏遺跡◎鑓免大池遺跡◎渋谷遺跡調査報告』1982も年

注14　鳥取県東伯郡大栄町教育委員会『上種第6遺跡発掘調査報告』1985年3月

注15　倉吉市教育委員会『倉吉市服部遺跡発掘調査報告◎遺物編』1974年

注16　市毛勲『朱の考古学』昭和50年

注17　注16と同じ

注18　小笠原好彦「丹塗土師器と黒色土師器」『考古学研究』18－2◎3　考古学研究会　昭和46年

注19　寺沢知子「祭把の変化と民衆」『季刊考古学』第16号　1986年8月

注20　前島己基「石見における祭杷遺跡の新例」『季刊文化財　第23号』島根県文化財愛護協会

昭和49年3月

注21勝部昭◎西尾克己「隠岐島における祭杷遺跡の発掘調査」『季刊文化財　第31号』

勝部昭「隠岐島の祭杷遺跡」『松江考古　第2号』松江考古学談話会　1979年

注22　島根県教育委員会「才ノ峠遺跡」『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書

Ⅳ』昭和58年3月
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第2表　堤廻遺跡出土土師器編年表
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第3表　堤廻遺跡出土須恵器編年表
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第4表　手捏土器出土遺跡一覧

住居址出土例

番号 遺　　 跡　　 名 所　　　 在　　　 地 ‘出　 土　 遺　 構 器種と数量 伴　 出　 遺　 物 年　 代 文献

1 才　 ノ　 峠　 遺　 跡 松江市竹矢町110 ほか
集落 。祭杷　 Ⅲ区第
1～第 6加工壇

柑72
高塀3

土馬6、土鈴2、土
玉、土錘、鏡2

語 源
①

2 原　 ノ　 後　 遺　 跡 松江市新庄町原 集落 。集石遺構中 増3
訝 主詭 窯

奈良？ ④

3 薦　 沢　 A　 遺　 跡 松江市大井町1118
谷間斜面に古墳時代
後期の集落跡 柑 10 須恵器

土師器等
6 C 後半～
7

4 堤　 廻　 遺　 跡 松江市西川津町 斜面上の集落跡 須恵器
土師器 5 C 後半 本 書

5 能 義遺跡 第 1 区 安来市能義町能義
弥生～古墳の重複す
る住居跡 二不明1

弥生土器、土師器、
須恵器、石鉄 ③

6 〝　　 第 2 区 同　 上
一辺3．4 ～3．7 m 方
形プランの住居跡 不明1 土師器、砥石 古墳 ④

7 前立山遺跡 S I13
鹿足郡六日市町大字注連用
字前立山 集落 。竪穴住居 高塀1

椀 1
土師恕 古墳前期 ④

8 〝　　　 S I 14 同　 上 同　 上 椀 1 土器、石包丁、砥石 弥生後期～
古墳前期 ④

9 〝　　　 S I 17 同　 上 同　 上 椀 2
銅鐸舌様品
土師器、勾玉、鈍 古墳前期 ④

10 〝　　　 S工23 同　 上 同　 上 碗 1 弥生土器 弥生後期 ④

1 1 （おとしこ）
落　 子　 遺　 跡

邑智郡石見町矢上後原 地下30～ 4h m　黒色
土中 （2 × 2 m ）

増 50
高杯 2、杯 4、壷 1 （以
上土師器）土製勾玉 2、
滑石製有孔円板

6 世紀代 （彰

1 2
（やがさこ）
弥　 ケ　 迫　 遺　 跡

邑智郡石見町矢上 44 91 丘陵先端部
水霊祭杷 ？ ？ 25

土師器
（壷 3 、杯 4 ） ⑥

1 3 （へ い　こ）
隠岐郡西ノ島町大字美田

祭杷遺跡 杯、高塀2 0 土師器丸底壷、土製 5 C 後半～ ⑦兵　 庫　 遺　 跡 2 17 以上 小玉 （4 ×7．5 mm） 6

14 友　 田　 遺　 跡
松江市浜乃木町字友田 弥生貼石方形墓　 北 杯2．、増1 弥生後期賓2 不明 ⑧2791 2792－1 周構内堆積土上層 高杯1 奈良期杯1

15 上　 ノ　 台　 遺　 跡 能義郡伯太町赤尾
高杯2
柑1

6 C 後半の土師器
壷、聾

古墳後期？ ⑨

1 6 春日シヌンダニ遺跡 八束郡東出雲町出雲郷
莞喪 施 宗盃監督

土
不明2

山陰Ⅲ期の須恵器
土師器片、カマ ド片 古墳後期

1 7 出　 雲　 玉　 作　 跡
八束郡玉湯町大字玉造 丘陵緩斜面 不明数点 有孔円板3、碧玉製 古墳宮　 ノ　 上　 地　 区 508 ほか 紡錘車型石製品

18 タ テチ ョ　ウ遺跡 松江市西川津町橋本 低地の包含層 不明3 須恵器、土師器石器
木製品他

古墳 ⑲

19 上　 組　 遺　 跡 出雲市下古志町 集落？ 二不明1 ㊥

2 0
大　 東　 高　 校
グ　ラ　ン ド遺 跡 大原郡大東町大町 玉作跡？ 不明数点 有孔円板3

弥生後期～
古墳中期 ⑲

2 1 伊甘神 社脇 遺跡 浜田市下府町 柑3 土師器 （高塀、椀、
賓他）

古墳中期～
後期 ⑯

2 2 竹　 田　 遺　 跡 隠岐郡海士町竹田 丘陵頂部から斜面 ：不詳数点 銅剣 （中細）1
弥生土器

弥生後期 ⑭

2 3 川　 角l 遺　 跡 安来市柿谷町川角 椀2 須恵器 （杯）
土師器 （壷）

古墳後期 l ⑯

2 4 風　呂　ケ 谷 遺 跡
邑智郡石見町大字中野

字小原 柑2 土師器 （高杯、増） 古墳中期 ⑯
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2．出土須恵器の検討

（吊　は　じ　め　に

須恵器研究は古墳から出土した須恵器に着目しその編年を確立することから開始された。

その後、その編年的研究は長い間続けられてきたが、大阪府の陶邑古窯跡群の総合的調葺）

を契機として、窯跡出土の須恵器をその対象とするようになり、全国的に窯跡出土の須恵
注2

器による編年が確立されるようになった。さらに加えて最近、住居跡内からも須恵器が検

出されるようになり今日の須恵器研究に新たな問題を提起している。今後は、窯跡◎住居

跡◎古墳から出土した須恵器を総合的に検討し、編年や需給関係などの研究がなされる必

要があろう。

島根県内の須恵器の研究史をみても、長い間古墳出土の須恵器を中心とした編年研究が

なされて謹。最近になって、県内ではじめて窯跡が調査され、須恵器研究に新しい問題
注4

を投げかけていると言えよう。

以下、21棟程の住居跡が集まった集落遺跡である堤廻遺跡から出土した須恵器について、

若干検討したい。

（2）出土須恵器の出土状態と器種について

堤廻遺跡から出土した須恵器は破片で590片程になるが、土師器と比べると須恵器の出

土量は非常に少なく、約5％を占めるにすぎない。このうち、器種が分かるものが約580

片になるが、実測できたのは66個体にすぎず、大半は細片状態であった。また、住居跡内

出土の破片は約200片であり、実測できたのは27個体にすぎない。

さてこれらの出土状態を見ると、6－28の有蓋高塀は4号住居跡内と住居跡外の西側斜

面から各々出土した破片で接合している。このように本遺跡出土の須恵器で、住居跡の床

面上から出土したものは皆無であり、また、同一レベルから時期が異なるものや土師器な

どと混在したような出土状況であった。このことは、6号住居の出土状態を見てもうなづ

ける。このことより、本遺跡の住居跡内から出土した須恵器は、その住居の時期を示すも
ざ

のとは断定し難く、その住居が使用されなくなってから須恵器が廃棄若しくは投棄された

と言える。

上のような出土状態であることより、器種構成についての検討はひかえ、須恵器の個体

的特徴を中心にして以下述べてゆきたい。また、上のことについては確実な調査例の増加

を待ちたいと思う。

さて、実測できた須恵器の概要を述べる。

（ア）蓋　杯
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37個体実測できたが、このうち堵蓋は13個体、杯身は24個体であった。

杯蓋は、直立する口縁部になだらかなカーブの天井部を持ち、その外面には回転へラ削

りを有する。稜は口縁から2．0～2．5cm程の高さにあり、その端部は鋭く突出している。

口縁端部は丸味をもち、内側に段を有したり、のみの刃状になっている。調整は回転ナデ

によっているが、個体によっては天井部内面に静止ナデを施しているものや、天井部外面

にへラ削りではなくカキ目を施しているものも認められる。器肉は全体的に厚い。

より詳しく見ていくと、天井部がやや平坦なものの口縁部は直立する傾向にあり（4－

22、4－23）、ゝ山なりの天井部のもののそれはやや外反する傾向がある（2－24、5－

84、6－2、6－8）。また、口縁部がやや外反気味になるものがある（1－15、5－84

6－2）。5－86の稜は他に比べてより横上方向に突出している傾向がある。

杯身は、深い底部の外面にへラ削りを有する堵部に、かなり高い立ち上りを有する。立

ち上り部は内傾しながら立ち上り中程より直立気味になり、端部は丸味を持つ。端部の形

態はバラエティーに富み、無段で丸くなっているもの（2－74、6－10、6－11、6－68）、

平坦になっているもの（3－31）、有段なものとに分れるが、有段なものはさらに内側が

凹状になっているもの（2－25、5－88、5－89、5－91、5－92、5－111）、のみの刃

の様に円状になっているもの（5－95、5－98）とに分けられる。また受け端部も丸味が

ありかなり厚いが、突出方向が上、横に分けられる。横方向に突出しているのは、5－88

5－91、5－96で上方向に突出しているものに比べたら受け部が短い傾向が認められる。

（イ）高　塀

8個体実測できたが、明確に無蓋高塀か有蓋高塀かが分かるものは4個体しかなく、無

蓋が2個体、有蓋が2個体となる。また蓋が1個体ある。

無蓋高塀は、緩やかに外反する口縁部と深い杯部に三方透しを有する低脚を持つ。杯部

中央に突帯を有し、その下に波状文を施す。脚と杯部の接合部にはへラ削りが認められ

（5－106は手持ちによるもの）、口縁端部は段を有し、丸味を持つ。脚部にはカキ目を

施し、方形透しを三方に穿っている。

有蓋高杯は、やはり深い堵部に低脚を接合したものであるが、口縁端部は外反する段を

有し、丸味を持つ。接合部にはへラ削りを施している。脚には方形透しを三方に穿ってい

る。脚端部は丸味を帯び外側に退化した稜をもつ。

蓋は、蓋杯の蓋につまみを付けた形態で、天井部にへラ削りが認められる。稜はシャー

プである。

脚端部にはへラ削りが施され、稜が認められないもの（2－28）があるが、退化して丸
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味をもつ稜をもつ脚が多い。

（ウ）薗

小形歯が5個体、大形腺が1個体出土している。玉葱状若しくは球状の体部に外反する

頚部をもつ。小形血の口頸部は不明だが、大形塩のそれは直線的に外反しながら立ち上り

日録部に至るもので、端部は段を有し、丸く仕上げられている（6－01）。1片程小形腺

の口縁部があるが、強く外反しており、頚部から口縁部に至る平坦部があまり認められな

い。外側の稜も退化している。休部は、底部にへラ削りを有し、中央に凹線文と波状文や
＼

刺突文を施す。51－103のように肩部と胴部にカキ目を施すものもある。

（エ）壷◎婆類

10個体実測できたが、全体形が分かるものは1個体もなく、肩部より上の破片しかない。

また直口壷と思われる口縁部が2個体程ある。この日縁部は直線的に立ち上り、端部はシ

ャープ感をもつ。口縁下方に上◎下二条の凹線文を施し、その間に波状文を施す（5－102）0

8個体は、口縁端部が丸く仕上げられており、口縁下端に二条の稜を有し、頚部には波

状文やカキ目を施す。

（オ）その他

その他の器種には、碗が2個体、把手が1個体、不明が1個体（T字形、3－56）ある。

碗には、把手付大形椀が1個体、小型碗が1個体ある。把手付碗は底部がへラ削りにより平坦

に仕上げられ、休部にはカキ目と波状文を施し、直立の口縁部をもつ。口縁端部は丸く仕上げら

れている。体部と口縁部の境は稜をなし、蓋杯の受け部のようになっている（5－99）。

小形碗は、底部がへラ削りにより平坦になっており、緩やかに外反しながら立ち上り、ロ

縁部に至る。日録部のところで一条の稜をもち、口縁部も緩やかに外反し、端部は丸く仕

上げられている。底部にはへラ削りが、体部には波状文が、施されている（5－101）。

以上、各器種についての概要を列挙した。

（3）出土須恵器の編年について

（2）で出土須恵器の出土状態と器種について述べた。次にこれらの時期について述べるが、

須恵器の中で時期的変遷を最も捉えやすい蓋杯を最初に分類し、その後に他の器種につい

て触れたい。また、蓋杯でセット関係になると患われるのは2－24（蓋）と2－25（身）

のみである。よって、ここではより特徴が捉え易い琢身で分類することにする。

A　類

深い杯部に直立気味に立ち上る立ち上りをもつ。口縁端部は二段になっている。立ち上

りは約2．3cmの高さを有する。受け部は0．4cm程横方向に突出し、申し訳なさそうについ
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ている感を与える。底部・の大半にロクロ回転が左回り方向の弱いへラ削りが施され、その

後に再度調整されているようである。日録端部も受け端部も丸く仕上げられている。軟質

の焼きで白灰色を呈する（5－91）。

B　類

杯蓋は、山なりの天井から緩やかにカーブを措きながら口縁部におり、日録部はやや斜

めになっているものである。口縁端部は二段で丸く仕上げられているが、稜は鋭く仕上げ

られ、口縁から2cmの高さにある。ロクロ回転が右回り方向のへラ削りが天井部大半に施

されている。焼成は良好で青灰色を呈する（2－24）。

杯身は、深い底部に中程より直立気味に立ち上る立ち上りをもち、口縁端部は段をなし

ている0立ち上りは1．6～1．8cmの高さを有する。受け部は斜上方向に突出し、突出巾が

0・6cm程ある。底部の音程にロクロ回転が右回り方向のへラ削りが施されている。白線端

部も受け端部も丸く仕上げられている。軟質な焼きで灰白色を呈する（2－25）。

C　類

2－25よりも底部は浅くなるが、まだ深い傾向を残している。立ち上り部は内傾気味で、

口縁端部はだれたような段をもっ。立ち上りは1．4cmの高さを有する。受け部は0．6。m程

の巾をもち、横方向に突出している0底部の音程にロク咽転が右別方向のへラ削りが

施されている。口縁端部は丸く、受妨端部はやや鋭く仕上げられている。焼成は良好で青

灰色を呈する。（5－96）

D　類

浅い底部に1・3cm程の高さで、直線的に内偵する立ち上りを有する。口縁端部は無段で

丸く仕上げられている。受け部は上方向に突出し0・6cmの巾を持つ。底部の喜程にロクロ

回転が右回り方向のへラ削りが施されている。焼成は良好で灰色を呈する。（6－11）

E　類

底部がさらに浅くなり、立ち上りの高さも1cmとさらに低くなる。立ち上りは直線的に

内傾し、日録端部は無段で丸く仕上げられている。受け部は上方向に突出し、0．5。皿の巾

をもつ。底部の喜程にロクロ回転が右回り方向のへラ削りが施されている。焼成は良好で

青灰色を呈する（6－68）。

以上、蓋杯をA～E類に五分類した。次にこれらの時期について述べたいが、ここでは
注5

県内で長い間普遍的に使われている山本編年をもと’にして論じる。まず、著しく特徴が異

なるA類とE類を検討すると、A類の口縁部や受け部の形態的特徴や技法的特徴が薬師山古

射っまり山本編年I期（以下、I期◎Ⅱ断Ⅲ贅巨Ⅳ期と略す）のそれと、E類の。縁
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部などの形態的特徴がⅣ期のそれと各々類似する。また、B類の口縁部などの特徴がやは

り甘期のそれと、D類の前述の特徴がⅢ期のそれと、類似することが分かる。つまり、A◎

B類がI期に、D類がⅢ期に、E類がⅣ期に比定できる。

さて、C類は、口縁端部の特徴はI期のそれを受け継いでいるが、立ち上り部や器形な
注7

どをみるとI期よりも新しい傾向が読み取れる。が、Ⅱ期はめんぐろ古墳の須恵器を模式

としていることや出雲地方でのⅡ期の検討が不十分であることなどより、C類をⅡ期に比

定できるか不明である。今後Ⅱ期の検討が充分になされた後、再度検討したいと思う。ま
注8

た、最近、I期の中でも薬師山古墳が金崎1号壇に先行する可能性があるという指摘がな
注9

されている。この視点に立ってA◎B類をみるとA類がB類に先行すると考えられる。し

かし1期の検討もまだ充分でないために詳細に言及することはできないので、A類がB類

に先行する可能性があるという指摘に留めたい。そして、A～E類が時期の前後関係を示

すことが明確になったので以下A期～E期のように呼び替えたい。

さて、他の器種についてみると、有蓋高杯は蓋の形態や深い杯部や口縁端部の形態など

が金崎1号境の特徴と類以すると思われ、よってB期頃に入ると患われる。無蓋高塀も金崎

1号壇と類似すると思われるので、これも一応B期頃に入れておく。迫については、小形

組の球状の休部形態、底部の手持ちへラ削り、肩部に入るはずの上下の沈線文がないこと

など、金崎1号壇よりもやや古くもっていけるのではないだろうか。また、大形旗の胴部

最大径がその昔以上のレベルにあることや底部のへラ削り調整などは、金崎1号壇よりも
注10

長砂古墳群の特徴に近いと思われる。よって腺はA期頃に入ると思われる。碗は金崎1号

壇や薬師山古墳に見られず、長砂古墳群つまり金崎1号境よりも古い時期に見られるもの

であるから、ここではA期頃に入れておいた。壷◎婆類については、2－27はB期になる

が、5－109の内外面のタタキや口縁部形態が古い特徴とは言えないことや口縁部の二条

の稜がめんぐろ古墳と類似する様相をもっていることなどから、5－109は一応B期とC

期の中間に位置づけたが、時期が下るかもしれない。

以上、蓋杯を中心にして編年してみた（第3表）。

（射　ま　と　め

（3）で堤廻遺跡の須恵器を蓋杯を中心にしてA期～E期の5期に区分した。そして、A期

e B期をI期に、D期をⅢ期に、E期をⅣ期に各々比定した。が、前述したように、出土

状態が廃棄若しくは投棄された状態であり、住居跡の床面上からは出土していない。この

ことにより、ここでおこなった須恵器の編年がそのまま住居跡の時期を決定しうるものではない。

やはり、住居跡の床面上から出土した遺物でセット関係などを捉えることが必要である。
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今回の調査ではそれがなされなかったので今後のそういう調査例の増加を待ちたい。

注1森浩一「和泉河内窯祉出土の須恵器編年」（『世界陶磁全集』11958）

田辺昭三編『陶邑古窯址群』1（平安学園考古学クラブ1966）

大阪府教育委員会『陶邑』I eⅡ◎Ⅲ◎Ⅳ1976～1979

注2　八女市教育委員会『立山山窯址群』1972

注3　山本清「山陰の須恵器」（『島根大学開学10周年記念論集』1960）

注4　丹羽野裕「島根県日脚遺跡」（『日本考古学年報』361986）

注5　山本清「山陰の須恵器」（前掲）
1

注6　山本清「島根大学敷地薬師山古墳遺物について」（『島根大学論集人文科学』第5号1955）

注7　山本清「浜田市めんぐろ古墳遺物について」（『島根大学論集人文科学』第7号1955）

注　川原和人「浜田市めんぐろ古墳出土の須恵器について」（『島根考古学誌』第2集1985）

注8　山本清「山陰の須恵器」（前掲）

松江市教育委員会『史跡金崎古墳群』1977

注9　川原和人、井上寛光「島根県における初期須恵器について」（『考古学ジャーナル』259号1986）

注10　松江市教育委員会『松江圏都市計画事業乃木土地区画整理事業区域内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報

告書』1983
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3．滑石製模造品について

SI－01の床面直上から臼玉が2点、SI－04の床面直上から同じく臼玉が3点、SI－

20の南部褐色土層から臼玉が1点出土した。

いずれも小形粗造のものである。これまで、島根県内で滑石製模造品の出土した例は第

5表のとおりである。遺跡の数が少ないので確実なことは言えないが、中期の古墳や祭杷

遺跡あるいは玉作遺跡から発見されており、今のところ前期の古墳等からは確認されてい

ない。ところが鳥取県では上神大将塚のように前期古墳からも玉類を中心として多量に副

装されていることが注意される。

一方、住居跡では堤廻遺跡と同様玉類が数点ずつ出土するのが通例である。そして、住

居跡出土例は中期に入ってからみられ後期中葉で途絶えるようである。
注1

ところで、こうした滑石製模造品の出現について小出義治氏は、前期末に滑石製の大形

精巧な模造品があらわれるのは首長層のあり方がより支配者としての政治的性格を強めた

ことを意味すると考えられた。そして次の中期型の古墳になると滑石製の模造品は小形粗

造、扇平な形状となり、形式的、量産的傾向をとるという。

堤廻遺跡の盛期である5世紀後半頃に出雲国内では、忌部中島遺跡で臼玉とその剥片が

有孔円板と共に発見されており、臼玉も製作していたことが知られているが、ここで製作
注2

された臼玉が、金峰1号墳や薬師山古墳ほか祭杷遺跡などにもたらされたと考えられる。

堤廻集落は、恐らく近隣の金崎1号墳や薬師山古墳被葬者たる豪族の傘下にあったので、

臼玉もいくつかもたらされたのであろう。

このことは、当時入手しにくい古式の須恵器をいち早く堤廻集団が入手していることと

深い関係があり、須恵器をもたらした流通ルート上に金崎◎薬師山グループがおったもの

と推測される。

寺村光晴氏は玉作遺跡を検討された結果、古墳時代中期の「第二期」に大和政権が玉造
注3

の生産集団を部的な組織として編成したと考えられる。この部的な組織集団は在地の「玉

作氏」の配下のもとに中央の「忌部氏」や「物部氏」に従属していた可能性が強いとされ

る。氏のいわれるように、滑石製粗造の模造品製作が中央直属型の組織系列のもとに執行

されていたとしても、地方支配強化の面から出雲地方の豪族にも分与していたものと患わ

れる。

それでは住居内出土の意味はどう老えればよいのだろうか。臼玉1～2個では、一住居

では祭把は出来ないのではないか。やはり集落内で各戸から持ち寄ってムラ全体のお祭り

に使用したのではないかと考えられる。それにしても、臼玉のもつ本来的な意味がどの程
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匿理解されていたかといえば、一般階層では単に玉の一部であり、さほどの意識はなかっ

たのではないだろうか。

注1　小出義治「祭杷遺跡」『日本の考古学◎古墳時代（‾下）』

注2　松尾　寿「一九二二年における薬師山古墳の発掘について」『山陰文化研究紀要e第22号』

島根大学、1982年3月

注3　寺村光晴「古代玉作の研究」吉川弘文館　昭和41年9月

その他参考文献一覧

高橋一夫「石製模造品出土の住居址とその性格」『考古学研究◎第18巻第3号』考古学研究会、

1971年12月

椙山林継「石製模造品」『神道考古学講座　第三巻　原始神道期二』雄山閣出版

山本　清「島根大学敷地菅田ケ丘古墳について」『山陰文化研究紀要　第17号、1977年

山本　清「松江◎井出平山古墳」『島根県埋蔵文化財調査報告書第Ⅳ集』島根県教育委員会、

昭和47年3月

玉湯町教育委員会「史跡出雲玉作跡一発掘調査概報－」昭和47年3月

松江市教育委員会「史跡金崎古墳群　昭和52年度環境整備事業報告書」昭和53年3月
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第5表　島根県内出土の滑石製模造品一覧

番号 遺跡及び遺構 出土位 置 名称及び数量 伴 出遺 物 時　 期 文　　 献

1 薬師山古墳 双孔円板　　 6 5 C 後半 山本清 「島根大
学敷地薬師山古
墳遺物にういて」

2 金崎1号墳 竪穴石室内 子持ち勾玉　 2 須恵器高塀，器 5 C 後半 山本清 「出雲国
臼玉　　　　 1 台，壷，青銅製

品，鉄製刀剣，
ガラス小玉，勾
玉，等

に於ける方形墳
と前方後方墳に

ついて」

3 経塚山方墳 礫榔中 勾玉　　　　 6
嚢玉　　　 48

碧玉製管玉10 古墳時代中
期

山本清 「小規模
古墳について

4 荒神畑古墳 表採 有孔円板　 1 古墳時代中
期

島根県教育委員
会 『島根県文化
財調査報告書
第5集』所収
山本清 「古墳」

5 矢田遺跡 表採 勾玉　　　 1 土師器高塀
須恵器高士不

5 C 後半 昭和47年松江市
教育委員会，未
報告

6 落子遺跡 地下30～40cm
黒色土中

有孔円板 土製勾玉　　 2
手捏ね土器　50
高塀2杯 4等

島根県文化財愛
護協会 『季刊文
化財第23号』

7 佐陀宮内遺跡 ？ 有孔円板 寺村光晴 「古代
玉作形成史の研
究」

8 大将軍遺跡 ？ 有孔円板 同　　　 上

9 中島遺跡 1号住居跡内 有孔円板 同　　　 上

10 史跡出雲玉作
跡

69B Ⅳ号住居
跡

臼玉，同未製品 須恵器Ⅱ期 同　　　 上

11 〝 71B I号住居
跡

臼玉，同未製品 須恵器Ⅱ期 同　　　 上

12 〝 子持ち勾玉
臼玉

5 C 後半 同　　　 上

13 堤廻遺跡 S I －0 1床
面

臼玉　　　　 2 須恵器，土師器
等

5 C 後半 本　　　 書

14 〝 S I －0 4 床
面

臼玉　　　　 3 須恵器，土師器，
砥石　 等

5 C 後半 〝

15 〝 第5調査区
Ⅹ－1区黄褐
色土層申

臼玉　　　　 1 須恵器，土師器
等

5 C 後半 〝
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Ⅴ　遺　構　の　検　討

1．は　じ　め　に

堤廻遺跡で発掘調査された竪穴住居跡は、総数21棟（うち建て替えがあったもの2棟）

を数える。この数は、島根県下で発掘調査され報告のなされた竪穴住居跡の中では、鹿足
注1

郡六日市町の前立山遺跡についで多いものである。これまで島根県下では、鳥取県の青木
注2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注3
遺跡、福市遺跡のようにまとまって竪穴住居が検出された例はなかった。これは従来、住

居跡が低地や、平地に近い緩やかな斜面にあるのではないかと考えられ、丘陵斜面があま

り省みられなかったためである。それが、近年の開発の激化と文化財への一定の開心の高
注4

まりに起因する発掘調査の増加により、松江市矢田町の才ノ峠遺跡や、安来市黒井田町の
注5

高広遺跡等、急斜面からの住居跡の検出例が多く知られるようになった。以下、堤廻遺跡

から検出された、竪穴住居跡、掘立柱建物跡について若干の考察を加えたい。

2．竪　穴　住　居

竪穴住居は、いずれも丘陵斜面上に作られ、そのほとんどが谷側を見晴らせる北側斜面

に立地する。地区別に見ると1区2棟、2区5棟、3区6棟、5区4棟、6区4棟で、4

区からは検出されなかった。

第6表　竪穴住居形態e規模e時期別表

判例 ○ 隅丸方形　 ○ 隅丸長方形 ［］方形　 ◇ 長 方形　 ☆ 多角形　 △ 不明

規模

時期 1　　　　 2　　　　 3　　　　 4　　　　 5　　　　 6　　　　 7　 （m ）

規模不明

堤

廻

I

期

I　　　　　　　　　 I 3．7m　 I

sE 7 3

SI－08－a

I

4．2×5，2m
◇
SI－2ト乱

5・旦×

I

6×6．5m
○
SI－08－b
m 不明

堤

廻

Ⅱ

期
4．5
SI＿05

く．〉
SI－21－b
6

4．8m
□sL 12
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出土遺物から各住居の時期を見ると、堤廻I期3棟、Ⅱ期9棟、Ⅲ期8棟、不明1棟で

あった。Ⅲ期以降の竪穴住居跡は、確認されていないため、堤廻の集落はそれ以降途断え

たと考えられる。只、2区の遺物包含層等から山陰須恵器編年のⅢ期の須恵器が検出され
注6

ているので、堤廻Ⅲ期以降にも集落が続いていた可能性が残る。

次に、竪穴住居の平面形態であるが、遺存状況が極めて悪いため、不明確な分類しかで

きないが、隅丸方形プラン1棟、隅丸長方形プラン1棟、隅丸方形プラン又は隅丸長方形

プランと思われるもの3棟、方形プラン又は長方形プランと思われるもの10棟、多角形プ

ランと患われるもの1棟、不明5棟の、5つの形態に分けられる。このうち、方形と長方

形の区別のつかないものは、第7表において一括して方形として扱うこととした。

上記の形態を時期別に分けると、堤廻I期は、隅丸長方形プラン1棟、方形プラン1棟、

長方形プラン1棟で、そのうち2棟は、建て替えを行っている。出土土器の時期からみて、

SI－08はI期に、SI－21はⅡ期になってから建て替えを行ったようである。

Ⅱ期は、隅丸方形プラン1棟、方形プラン3棟、多角形プラン1棟、不明5棟である。

Ⅲ期は、隅丸方形プラン1棟、方形プラン6棟であり、それに加えて時期不明の方形プ

ラン1棟となった。I～Ⅲ期まで各形態が分布することから、時期別に形態の推移を知る

ことは難しいが、時期が新しくなるのにつれて、隅丸方形プランから方形プランへと主流

は移っていくようである。しかし、Ⅲ期の段階において未だ方形プランへの定形比は行わ

れておらず方形プランと隅丸方形プランの混在型のようである。周辺の遺跡をみると、当
注7

丘陵と谷を挟んだ北側の丘陵に位置する柴Ⅱ遺跡から、堤廻I期に先行する鍵屋Ⅱ式の方

形プラン竪穴住居が検出されており、堤廻周辺地域における方形プランの導入は、以外に

早い時期に行われていたようである。

次に各住居の規模をみると、遺存状況の良いものについては、床面積を算出することが

できたが、その数はわずかであり、その他はすべて残存する一辺の長さを規模の基準とし

て考えた。

建て替えのあったものを別々のものとして考えると、一辺が3Ⅱ1未満の小型住居D群1

棟、4、5m未満のやや小型の住居C群5棟、6m未満の中型の住居B群10棟、6mを超

す規模の住居A群6棟、形態不明2棟に分類した。時期別にみると、I期は、A群1棟、

B群1棟、C群2棟、Ⅱ期は、A群2棟、B群5棟、不明2棟、Ⅲ期は、A群2棟、B群

4棟、C群3棟、その他時期不明なD群1棟に分けられる。このことから、堤廻における

集落開始時のSI－07、SI－08－aといった住居は、あまり規模が大きくなく、時

期がやや下ってから建て替えによって床面積を拡大するようである。Ⅱ期になるとC群は
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なくなり、全体的に規模がレベルアップする様相を呈し、A群とB群に大きく分れる。

Ⅲ期になると、再びA群、B群、C群に分かれ、数的にはB群が最も多く次いでC群、

A群の順となる。竪穴住居の性格については、掘立柱建物も含めてまとめの項で若干の考

察を加えることにする。

竪穴住居の内部構造についてみると、柱穴以外に使用されたピットや土壌の問題があげ

られる。用途不明のピットの中には、支柱を支える補助的な柱に使用されたものも含まれ

ているとは考えられるが、従来、「中央ピット」ないしは、「特殊ピット」といわれる性

格のものも多く含まれていると思われる。類例は、山陰両県から検出される竪穴住居跡に

も多くみられ、その性格については様々な考え方がある。例えば、鳥取県の青木遺跡では
注8

祭杷関係跡とされ、形態、構造、位置が変化するようである。その他、工作用ピットと考
注9　　　　　　　　　注10　　　　　　　　　注11

える例や、炉跡と考える例、貯蔵穴と考える例等、「中央ピット」、「特殊ピット」の捉

え方は多様である。堤廻遺跡では、使われる用途にかかわらず、その名称を一律に「特殊

ピット」とした。堤廻では、11棟の竪穴住居から「特殊ピット」が検出され、その性格を

考えると、SI－07では、埋土に炭化物や焼土が語っており、SI－08のSK－02、

SI－05のSK－01にも埋土に炭化物が多く含まれていたことから、炉跡としての使

用が考えられる。又、SI－01、SI－04の「特殊ピット」については、付近の床面

から玉類や赤色顔料を施した土器等、祭把を行ったと思わせる遺物が出土しており、これ

らと何らかの関わりをもっていたのではないだろうか。その他の、「特殊ピット」につい

ては、資料が乏しぐ性格を考察するまでにいたらなかったが、SI－21のP Ol～03

は、3つのピットが1カ所に集中して掘られ、このうちP Olからは、石と炭化物が検出

されている。遺物痕跡は認められなかったが、同住居跡内にもう一つ「特殊ピット」と考

えられる土壌．（SK－01）があり、同時期の同住居内に複数の「特殊ピット」が存在す

る類例はないことから、貯蔵穴的性格のものと考えたい。他の遺跡にも「中央ピット」や
注12

「特殊ピット」の用途不明なものがかなりみられる。このことから、この施設が、竪穴住

居で暮す場合においてかなり重要な位置を占め、欠如した場合には生活になんらかの支障

をきたす機能のものだったのではないだろうか。以上のように堤廻遺跡における「特殊ピ

ット」は、多様な在り方を示し、時期にともなう特徴の変化はみられなかった。

次に竪穴住居内における炉の問題であるが、固定化したつくりつけの竃はいずれの住居

にもみられなかった。7棟の‘住居からは、焼土及び炭化物のひろがりか、若しくは、浅い

掘込みに焼土や炭化物の語ったピットないしは土壌等の炉跡痕跡と思われるものが検出さ

れた。焼土や炭化物のひろがりは、1住居あたり1～3カ所みられ長時間床面に固定して
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の使用ではなかったと思われる。炉の中途であるが、暖房をとる目的以外に、移動式の竃

片が検出されていることから厨房としても利用していたのではないだろうか。炉跡はI～

Ⅲ期までみられ、I期の段階から掘込みのものがみられる。

もう1つの特殊な施設として、2区SI－21より検出されたベッド状遺構が挙られる。
注13

この遺構については、島根県内での類例はなく、隣県の鳥取県からは青木遺跡で1例、福
注14　　　　　　　　　　注15　　　　　　　　　　　　　　注16

市遺跡吉塚地区で1例、同遺跡御所原で4例、同遺跡日新校地地区で1例、長瀬高浜遺跡
注17

で7例検出されている。ベッド状遺構は、少なくとも弥生時代末期には、西日本に普及し
注18

ていたものと思われる。機能的には、寝所説、祭壇説等が考えられている。－今回の調査で

は、その機能を断定できるような資料を得ることができなかった。そのため現時点では、

ベッド状遺構を「しきり区分」と考え、住居内に特別な意味をもつ場所として設定したの

ではないかと推定せざるを得ない。いずれにせよ、「特殊ピット」の性格とあわせて、資

料の増加を待って再検討を要する問題である。

その他、住居の出入口や上屋構造等の問題を考えねばならないが、出入口の痕跡を今回

の調査においては確認できず、また火災住居痕跡もなかったことから上屋構造も確認でき

ないままにおわった。だが、SI－01では、等高線と水平な西側の壁が、中央部から住

居の外側に向ってのびることから、この面を入口として利用した可能性も考えられる。

最後に竪穴住居に伴う構造として、住居の外周部に溝がめぐるものがSI－04、SI

－17の2棟あり、いずれも住居より山側にあることから、水を防ぐための排水施設だと

考えられるが、あるいは住居間を画する役割も兼ねていたのかもしれない。2区SI－18

の西側に位置するSD－01、02の性格も、ピット群との切合いから、同時期と考えら

れ、SI－18に伴う排水溝であった可能性が強い。

3．掘立柱建物

掘立柱建物はⅡ区において2棟検出され、柱穴内の遺物からSB－01は堤廻Ⅱ期と思

われ、SB－02については出土遺物がないことから時期がわからなかった。この他、付

近には60余のピットが確認されており、この2棟の他にも掘立柱建物はあったと思われる。

ピット群からはSB－01以外遺物は検出されていないが、遺跡全体をみても古墳時代よ

り新しい遺物はなかったことから、古墳時代の遺構と考えてもよいのではないだろうか。

掘立柱建物及びピット群の性格であるが、竪穴住居群と隣接するほぼ特定された範囲内

に集中して建てられていることから、特別な地位にあった人々の住居か集穫物を収納する

ための倉醇と考えられる。そして、束柱をともなわない2問×4問、2問×3問という建

築構造からみて倉庫よりも住居であった可能性がつよい。又、ピット群に切合いが認めら
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れることや、SB－01とSB－02の主軸が異なることから住居の建て替えが行われた

と考えられ、少なくとも堤廻Ⅱ～Ⅲ期までは継続して建てられていたのではないかと患わ

れる。

4．ま　と　め

次に、竪穴住居と掘立柱建物の性格を考え合わせながら、堤廻遺跡における集落の在り

方について若干の検討を加えたい。古墳時代の集落については、和島誠一◎金井塚良一両
注20

氏による「集落と共同体」によって論述された見解があり、ここでは古墳時代の集落が有

機的な結合関係をもつ数棟からなる単位集団（世帯共同体）から構成されていることを明

らかにし、農業経営の基礎単位と考えた。さらに、単位集団については、広瀬和雄氏が「同

一住居に居住する集団を血縁集団としての世帯、その有機的結合体を世帯共同体と考えて
注21

おきたい。」と定義している。以上のことを把握しながら考察を進めていきたい。堤廻遺跡

の竪穴住居の分布状況から、第I調査区を中心とする西地区、第ⅡeV調査区を中心とす

る中央地区、第Ⅲ調査区を中心とする東地区、第Ⅳ調査区を中心とする北東部地区の4つ

のまとまりに分けられる。これは甚だ盗意的な分割方法ではあるが、竪穴住居の集中する

度合や、時期別の分布といった立地的傾向をもとにしたものである。

堤廻丘陵における集落の開始は、堤廻I期に中央地区北側のSI－07を住居とする血

縁集団により開始され、出土遺物や遺構の切合いからみてSI－08－aへと継続され、

この住居にSI－07の血縁集団が移り住んだと考えられる。両住居の規模はいずれもC
l

群に属し、最初に移住して集団の人員及び経済力がそれほど大きくなかったことをものが

たっている。次の段階になるとSI－08の規模が拡張され、又、隣接する地点にSI－

21－aが建てられる。SI－08の拡張の理由としては、人員の増加と経済力の向上が

考えられる。SI－21を住居とする集団は、SI－08の人員増加に伴い分化したもの

と考えるのが妥当であろうが、他地域からの新たなる移住者の可能性も考えられる。とも

あれ、I期の段階に両住居の血縁集団間において、世帯共同体が形成されるに至ったわけ

である。Ⅱ期の初頭になると、SI－21にも拡張がみられ経済力が向上したことを窺わ

せる。Ⅱ期の竪穴住居の分布は、中央地区のさらに上の斜面や、西地区、東地区にもみら

れるようになる。それに加えて、中央地区のSI－21東側付近に掘立柱建物が出現する。

SI－21近辺には、それを引継ぐ規模の竪穴住居はみられず、Ⅱ期以後は掘立柱建物が

主として建てられる様相を呈する。先の項でも述べたとおり、掘立柱建物を住居と解釈す

れば、I期より継続する世帯共同体の経済力の向上と新たな建築技術の導入によって実現
注22

しえたことであり、この経済力に優れた世帯共同体が当然堤廻遺跡における農業共同体の

－118－



図

幽
「1」
悼Ⅲ

＝コ

叫

霹
密

造
噴
出

図
▼・．づ

くつ

さ昧



注23

首長的存在と考えられる。只、掘立柱建物を住居とすると、集落内における倉醇の所在が

問題となり、その有無によって堤廻遺跡の農業共同体の社会的位置が変化するものと考え
注24

られるが、今回の調査からそれを知り得ることはできなかった。

いずれにしろ、掘立柱建物の存在からⅡ期における集落の中心は中央地区であったと考

えられ、東地区、西地区において形成された世帯共同体は従属的な立場にあったのではな

いだろうか。又、第7表でみるように、各世帯共同体内においても住居規模の格差がみら

れはじめ、共同体内に階級分化が生じてきたことを窺わせる。

Ⅲ期における集落の在り方をみると、中央地区と東地区ではⅡ期に続いて竪穴住居がみ

られることから、依然、世帯共同体が継続して形成されると考えられるが、西地区では竪

穴住居が確認されなくなることから、世帯共同体が解体したか或は移動したものと考えら

れる。これに呼応して、北東部地区に4棟の竪穴住居からなる世帯共同体が形成されてお

り、西地区の世帯共同体が移動したものかもしれない。住居規模をみると、中央地区のS

I－20が最も大きいが、首長の家屋はすでに述べたとおり掘立柱建物と考えられること

から世帯共同体、或は農業共同体を社会的e有機的に結びつける共同家屋的なものだった
注25

のではないだろうか。そして、掘立柱建物及び共同家屋の存在から、移然集落の中心は中

央地区にあったとみられ、Ⅱ期にみられはじめた世帯共同体相互の階段差は、Ⅲ期になっ

ても継続するものと思われる。又、住居相互の格差も顕著になり、階級差もさらに広がる

のではないだろうか。

以上、時期ごとに集落の変遷をみてきたわけであるが、そこから言えることはI期に集

落の開始された中央地区の世帯共同体はその後Ⅱ～Ⅲ期に渡っても継続し、Ⅱ期以降から

は首長の家屋である掘立柱建物が建てられるようになり堤廻遺跡において支配的な地位を

占めている。これに対して他の地域の世帯共同体は、Ⅱ期以後中央地区の世帯共同体から

分化したか或は新しく移住した集団で、いずれも掘立柱建物を有しておらず、中央地区の

世帯共同体に対して被支配的な性格を持っていたのではないだろうか。そして検出した遺

構から見る限りでは、堤廻集落はⅢ期以降廃絶する様相を呈する。

以上、堤廻集落の在り方を住居の分布を中心に考えてきたが、これだけからは知ること

ができない諸問題も山積みされた。

第1に、竪穴住居の規模の問題として、時期不明のため前項では触れなかったが、D群

に属するSI－10の問題があげられる。現存するのは、北壁2．6Iコと西壁の一部のみで

あり、明確な規模は不明であるがまわりの立地をみてもそう大きく広がるものではないと

考えられ、その規模から居住には不適当であり、また他の住居群からやや離れた位置にあ
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ることから、常時使用されていたものというよりも何か特別の目的に使用されたものでは

ないかと思われる。しかし、その性格については出土遺物が少なく遺物的考察も充分にで

きず、また世帯構成からも知り得ることができなかった。

第2に、住居以外の遺構の検討を充分に行うことができなかった。竪穴住居の周辺及び

住居と切合う位置に穿たれた土壌の性格、住居内やその周辺に堆積した土器溜りの性格等

論究すべき点が多く残されているが、検討するまでに至らなかった。

第3に、何故このような急斜面に住居を作る必要があったかという問題があげられる。

これにっいて島根県内の類例をみるとほとんどの竪穴住居が斜面に建てられている。この

ことから、地形的な制限をうけていると考えられ、それに加えて尾根状の平坦面は墓域と

して、低地は耕作地として利用するため、必然的に丘陵の斜面に居を構えざるをえなくな

ったのでないだろうか。

第4に、堤廻遺跡と周辺の遺跡の関連がどのようになっていたのかという問題がある。

堤廻遺跡と平行する古墳時代前期から中期にかけての遺跡としては、谷を挟んだ北側丘陵
注26　　　　注27　　　　　　注28

上に柴古墳群◎山崎古墳◎馬込山古墳群等、多数の古墳が存在しており、さしずめ丘陵全

体が墓域の様相を呈している感がある。また同丘陵の南側斜面には古墳時代前期前半の竪
注29

穴住居を検出して柴Ⅱ遺跡が存在する。一方堤廻集落のある丘陵をみると、現在のところ

古墳は確認されていないが、SI－06の土器溜りから円筒埴輪片が出土しており、丘陵

上のいずれかに古墳が存在していたことを窺わせる。北側の丘陵上では古墳時代前期以後

住居がみられず、それと呼応して堤廻丘陵で古墳時代前期後半から集落が営まれており、

相応する丘陵の遺跡は密接な関係をもっているようにも見うけられる。しかし、今のとこ

ろこれらを結びつけるような資料が乏しく、また今後の調査において遺跡の様相も変化す

る可能性もあり、早急にその関係を判断することはできない。

第5に、堤廻集落の終焉が何によって起こり、この地で生活を営んでいた集団が何処へ

移動したのかという問題である。付近での6C以降の住居例をみると、松江市大井町薦沢

A遺跡から古墳時代後期初めから奈良時代にかけての掘立柱建物群が検出されているがそ

の周辺には同時代の須恵器窯が数多く存在しており、薦沢A遺跡の集団も須恵器工人と考
注30

えられ、堤廻集落の集団とは性格を異にするものと思われる。又、堤廻集落の終焉につい

ては火災や水害等の天災を原因とする可能性もあるが、住居の遺存状況から考えれば天災

に遭ったと考えるよりも、むしろ意図的に放棄した傾向にあり、当時の社会情勢をもふま

えながら検討する必要がある。この他にも考えなければならない問題は多々あり、今後の

発掘調査の成果を待って再検討を試みなければならないと痛感するしだいである。
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注1　内田律雄他「前立山遺跡」（『中国縦貫自動車道建設に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告書』島根県

教育委員会　1980）

注2　青木遺跡発掘調査団『青木遺跡発掘調査報告書　I～Ⅲ』1976～1978

注3　米子市教育委員会　米子市福市遺跡調査団『福市遺跡』1968

注4　内田律雄「才ノ峠遺跡」（『国道九号線バイパス建設予定地区埋蔵文化財発掘調査報告書　Ⅳ』

建設省松江国道工事事務所　島根県教育委員会　1983）

注5　島根県教育庁文化課『高広遺跡現地説明資料』1983、足立克己「高広遺跡の堀立柱建物群」

（『季刊文化財第53号』島根県文化財愛護協会　1985年）

注6　山陰須恵器編年については、山本清「山陰の須恵器」（『島根大学関学十周年記念論集』1960）

注7　横山純夫「柴Ⅱ遺跡」（『主要地方道松江一境線バイパス関係埋蔵文化財調査報告　‡』島根県

文化財愛護協会　1976◎3）

注8　『青木遺跡発掘調査報告書　Ⅲ』第Ⅳ章考察編第2節遺構論（注2参照）

注9　松江市矢田町平所遺跡（島根県教育委員会「平所遺跡　上　2」『国道9号線バイパス予定地内

埋蔵文化財発掘調査報告書　I◎Ⅱ』1976、1977）、八東郡玉湯町出雲玉作跡（玉湯町教育委員

会『史跡出雲玉作跡発掘調査概報』1972）等があげられる。

注10　内田律雄他「前立山遺跡」（注1参照）等があげられる。

注11仁多郡構田町「渋谷遺跡」（槙田町教育委員会『沢田宅裏遺跡、鑓免大池遺跡、渋谷遺跡調査報

告書』1982等があげられる。

注12　鳥取県大栄町「上種遺跡」（大栄町教育委員会『上種第5遺跡発掘調査報告』1985、『上種第

6遺跡発掘調査報告書』1985）、鳥取県倉吉市「宮ノ下遺跡」（倉吉市教育委員会『宮ノ下遺

跡発掘調査報告』1976年）、島根県安来市早田町「叶谷遺跡」（島根県教育委員会『島根県埋

蔵文化財調査報告書　第晃集』1985）等で「中央ピット」「特殊ピット」の問題にふれている

が、いずれもその性格を言及するまでには至っていない。

注13　（注8参照）

注14　（注3参照）

注15　（注8参照）

注16　（注8参照）

注17　「長瀬高浜遺跡」（鳥取県教育文化財団『長瀬高浜遺跡発掘調査報告書　I～Ⅵ』）

注18　和島誠一◎田中義昭「住居と集落」（『日本の考古学　Ⅳ』河出書房1966）

注19　松江市東津田町「勝負遺跡」のSI－03、04（注4参照）、鹿足郡六日市町「前立山遺跡」

のSI－16、19（注1参照）、松江市竹矢町「長峯遺跡」のSI－01（松江市教育委員会

『中竹矢後1号墳◎長峯遺跡』1986）等にみられる。

注20　和島誠一　金井塚良一「集落と共同体」（『日本の考古学』河出書房　1966）

注21広瀬和雄「古墳時代の集落類型一西日本を中心として－」（『考古学研究』第25巻第1号1978）

注22　小笠原好彦「畿内および周辺地域における堀立柱建物集落の展開」（『考古学研究』第25巻第4

号　1979）

注23　農業共同体の形成については、都出比呂志「農業共同体と首長権一階級形成の日本的特質－」

（『講座日本史　1　古代国家』歴史学研究会編　東京大学出版会　1970）

注24　広瀬和雄「古墳時代の集落類型う彗日本を中心として－」（注21参照）によれば、倉庫を有する

集落を支配的位置にある共同体、倉庫を保有しない集落を被支配的、従属的共同体という性格を

付与している。

注25　甲元眞之「農耕集落」（『岩波講座　日本考古学　4　集落と祭杷』岩波書店1986）
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注26　松江市教育委員会『柴古墳群』1985

注27　松江市教育委員会『山崎古墳』1984

注28　石橋逸郎　近藤正「松江。長込山古墳群」（『島根県埋蔵文化財調査報告書　第3集』島根県教

育委員会　1971）

注29　（注7参照）

注30　（昭和58　◎59年度　松江市教育委員会調査）
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Ⅵ　　ま　　　　と　　　　め

今回の調査により、竪穴住居跡21棟と堀立柱建物跡2枚と検出することができた。

分布状況をみると大まかに4群に分類できる。西地区は2棟、中央地区は9枚であるが

丘陵基部に5棟と堀立柱建物跡が2棟、斜面に4枚ある。東地区は6棟、北東部地区に4

棟となる。全域的な調査ではなかったので正確なことは言えないが、分散して立地してい

たようである。一

次に、各住居跡内及び周辺の出土土器の編年から、須恵器出現以前の土師器を堤廻1

期、同Ⅱ期とし、。須恵器出現以後のものを堤廻m期とした。さらにこのⅢ期は須恵器につ
注1

いてみると、山本編年と対照するとA◎B類が山本編年の∬期に、C類がI又はⅡ期のい

ずれかに、D類がⅢ期に、E類がⅣ期にほぼ平行するものと考えられる。

このようにして土師器、須恵器両者の編年から考えると堤廻遺跡は6期の段階を設定で

きる。

このことから住居跡の前後関係を考えると、堤廻1期の段階では中央地区に3枚が集中

して営まれ、Ⅱ期以後は各区に分散していく傾向にある。

第7表　島根県内の土器編年併行関係表

須　　 恵　　 器 土　　 師　　 器
住　　　　 居　　　　 跡

山本編年 堤廻遺 跡 県 内編 年 堤廻 遺跡

小　 谷　 式 堤 廻 1 期 中央区 3棟

大東 式 ？ 堤廻 Ⅱ期
北東地区を除く4 区に分散。計 7 棟

堀立柱建物 1棟

喜　　　 期 A ． B 類

C 類 ？

堤廻 Ⅲ期 西地区を除く4 区に分散。計 9棟

Ⅱ　　　 期 C 類？

Ⅲ　　　 期 D　　　 類

Ⅳ　　　 期 E　　　 類
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注2
堤廻遺跡は、古式土師器の従来からの編年でいえば、小谷式の段階（堤廻1期）から始

まり、須恵器出現以後も山本編年のJ又はⅡ期の頃までは盛んに営まれているが、Ⅲ期、

Ⅳ期については、住居跡と出土須恵器の出土状態が不明確であり、住居が営まれているの

かどうかはっきり分からない。

注3
ひるがえって周辺の遺跡を考えてみると、縄文◎弥生から古墳時代へと続くタテチョウ

◎西川津遺酪他、古墳時代前期の柴Ⅱ遺品きぁり、又、古墳についてみると山崎古宗
注7

柴古墳群のように、古式の須恵器を出土するなど5世紀から6世紀前半にかけての古墳も

点在しているので低丘陵及び低地にまだかなり多くの集落遺跡があるものと推定される。

堤廻のm期に至り、古式の須恵器が、集落内にもたらされるということは、この時期の

集落遺跡での須恵器の出土例が極めて少ないことから考えて異常である。加えて滑石製臼

玉も出土していることから考えると、須恵器や滑石製臼玉がセットあるいは前後して導入

されたことが考えられ、日常生活で実際にどのように使用されていたのかは抜きにして
注8

も何らかの供給元が近くにあったのではないかと考えられる。それが金崎1号墳や薬師山
注9
古墳を造り得た豪族ではなかったと考えられなくもない。

注10　　　　　注11
ところで鳥取県では福市、青木両遺跡に代表されるように、大規模な調査が行われ、そ

れなりの調査の進展もあるのだが、県内の住居跡あるいは集落跡の調査については例が少
注12

なく前立山遺跡があるのみで、他は単発的なものである。

このような状況の中で、本遺跡の調査は決して十分とはいえないが、一応の成果をみた

ので、今後の集落遺跡研究に重要な資料を提供するものと思われる。

注1山本清「山陰の須恵器」『山陰古墳文化の研究』所収　昭和46年

注2　九重式→鍵尾Ⅱ式→小谷式→大東式と言う編年がなされている。

注3　島根県教育委員会『朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡調査報告書』　白餅口54年3月

注4　島根県教育委員会『西川津遺跡詳細分布調査報告書』　昭和56年3月

注5　横山純夫「柴Ⅱ遺跡」『主要地方道松江一境線バイパス関係埋蔵文化財調査報告I』島根県文化

財愛護協会　1976．3

注6　松江市教育委員会『山崎古墳』1984

注7　松江市教育委員会『柴古墳群』1985

注8　松江市教育委員会『史跡金崎古墳群』1977

注9　山本清「島根大学敷地薬師山古墳遺物について」『島根大学論集人文科学』第5号1955

注10　米子市教育委員会。米子市福市遺跡調査団『福市遺跡』1968

注11青木遺跡発掘調査団『青木遺跡発掘調査報告書工～Ⅲ』1976～1978

注12　内田律雄「前立山遺跡」『中国縦貫自動車道建設に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告書』島根県教

育委員会　1980
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